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決算審査 の質疑！

村 民の税金はこう使われた

喜屋武 功
委員長

川上 龍太
副委員長

令和６年度の一般会計については、決算状況を審査するため
に決算審査特別委員会を設置し、委員長に喜屋武功委員、副委
員長に川上龍太委員を選任した。決算審査特別委員会は9月9
日、16日、17日、22日、24日の4日間の日程で開催され議長を
除く全委員で歳入歳出の執行状況について審査を行った。審査
の結果、全会一致で原案を認定すべきものと可決した。

　こども未来課から始まり税務課、総務課、生涯学習課、住民生活課、企
画振興課、議会事務局、福祉課、建設課、農林水産課、教育総務課・学校給
食共同調理場の１１課から４９項目３１０の質疑が出ました。
　その中から紙面の都合上抜粋して掲載しております。

介護用品給付事業だが必
要性のある家庭に行き届いて
ないと思われるがどうか。

比嘉 悟 委員
実際はケアマネジャーからの周知になっているが、

周知不足が否めない所もあるので定期的な広報等も
検討していきたい。

山田 晴憲 委員

令和６年に法律改正され２名中２
名放課後支援員であれば基本単価が
３０％上げていいとなった。

村税全体の滞納繰越分の収入未済額が前年度比で増えている。また今後の徴
収率向上に向けた取組みは

上間 堅治 委員
過年度分の納付が発生したため、一括納付が困難になり収入未済が増えた。今後１００％の徴収を目指していく

が、今年度から現年度分に限って３期目までに未納があれば差し押さえを強化していく。

答

海外移住者指定研修生補
助金が36万9,900円減らされて
いる理由は。

伊集 守吉 委員
受入れ家庭の負担軽減のために、受入れ期間を３ヶ

月から２ヶ月に減らした事での予算減だが、物価高騰分
を今後考慮していきたい。

答

答

答

310

子どもの居場所運営支援事業
だがボランティア団体が自治体と
一緒になれば補助の対象になる
か。

放課後児童健全育成事業に
おいて、必要な資格要件は。

比嘉 義弘 委員
週１回程おにぎりや軽食を村内２カ所の児童館と中央公

民館で提供している。補助対象としては、国からの補助事業
なので、適正な会計管理が出来ることが基本で担当課でしっ
かり審査していくことになる。

答

問

問

問
問

問

令和6年度決算審査質疑
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　９月定例議会は、９月５日から２６日までの２２日間の会期で開かれた。
提出議案２２件で、条例の改正、補正予算、認定５件、報告４件、陳情４件、
意見書１件を審議した。審議の結果、賛成多数で全て原案の通り可決。
特に議案第４０号水道事業給水条例・第４１号下水道条例の一部を改正
する条例について上程され、委員から「物価高の中の上下水道料金改
定は村民の負担を考慮したとは言えない」との意見があったが、「上下
水道料金を上げなければ安定的な事業運営が困難になる」とのことか
ら賛成多数で可決された。

　令和６年度の歳入決算額97億9,318万円、歳出決算額94億9,874万
円となり、前年度に比べ歳入が0.9％減、歳出が0.6％とそれぞれ減と
なった。歳入歳出差引額は２億９,443万円となり実質収支は２億３,558
万円の黒字であるが、単年度収支が４,930万円、実質単年度収支６,796
万円の赤字であった。
　予算執行率は歳入予算の達成率96.9％で前年度比減、歳出予算の
執行率は93.9％で前年度比増になっている。
　村税が28億2,207万円で前年度比1.7％の増、国庫支出金も19億
３,370万円で前年度比2.9％の増であった。

　財政の健全性を示
す実質収支比率は、
令和６年度で前年度
比１．１ポイント減少し
４．８％で黒字だが単
年度収支及び実質単
年度収支はいずれも
赤字である。
　経常収支比率８５．８％
と危険ラインの８５％
を上回っており実質単
年度収支額は６,７９６万
円の赤字であることか
ら一層の改善を求め
る。

令和６年度決算と令和７年度補正予算

令和７年度９月定例議会・決算議会

令和６年度一般会計歳入歳出決算を認定

補正予算

主な事業

・施設修繕費・渡口公民館空調設備取替
・熱田公民館空調設備取替

監査委員の意見

本会議質疑の
模様はこちらから

◆財政運営の計画
　性について

　予算調製について
は社会情勢の推移を
慎重に検討し行わな
ければならない。
　流用については予
算編成時の見込み不
足によるものが多数
見受けられ前年度比
で１２件の増になって
いる。当初予算及び
補正予算の調製や執
行に対して的確に行
うよう求める。

◆改善・検討事項
　について

令和７年度
５億５２９万円

1,034万円

補正額

■公民館費

・障害福祉サービス費・計画相談支援費・障害児通所給付費
・障害児相談支援費

1億9,700万円■障害者自立支援諸費

1,000万円■仲順散策路法面復旧工事

1,116万円
■保育所等食材料費負担軽減事業補助金

OK代表監査委員
浅田 均

〈2〉



決算審査 の質疑！

村 民の税金はこう使われた

喜屋武 功
委員長

川上 龍太
副委員長

令和６年度の一般会計については、決算状況を審査するため
に決算審査特別委員会を設置し、委員長に喜屋武功委員、副委
員長に川上龍太委員を選任した。決算審査特別委員会は9月9
日、16日、17日、22日、24日の4日間の日程で開催され議長を
除く全委員で歳入歳出の執行状況について審査を行った。審査
の結果、全会一致で原案を認定すべきものと可決した。

　こども未来課から始まり税務課、総務課、生涯学習課、住民生活課、企
画振興課、議会事務局、福祉課、建設課、農林水産課、教育総務課・学校給
食共同調理場の１１課から４９項目３１０の質疑が出ました。
　その中から紙面の都合上抜粋して掲載しております。

介護用品給付事業だが必
要性のある家庭に行き届いて
ないと思われるがどうか。

比嘉 悟 委員
実際はケアマネジャーからの周知になっているが、

周知不足が否めない所もあるので定期的な広報等も
検討していきたい。

山田 晴憲 委員

令和６年に法律改正され２名中２
名放課後支援員であれば基本単価が
３０％上げていいとなった。

村税全体の滞納繰越分の収入未済額が前年度比で増えている。また今後の徴
収率向上に向けた取組みは

上間 堅治 委員
過年度分の納付が発生したため、一括納付が困難になり収入未済が増えた。今後１００％の徴収を目指していく

が、今年度から現年度分に限って３期目までに未納があれば差し押さえを強化していく。

答

海外移住者指定研修生補
助金が36万9,900円減らされて
いる理由は。

伊集 守吉 委員
受入れ家庭の負担軽減のために、受入れ期間を３ヶ

月から２ヶ月に減らした事での予算減だが、物価高騰分
を今後考慮していきたい。

答

答

答

310

子どもの居場所運営支援事業
だがボランティア団体が自治体と
一緒になれば補助の対象になる
か。

放課後児童健全育成事業に
おいて、必要な資格要件は。

比嘉 義弘 委員
週１回程おにぎりや軽食を村内２カ所の児童館と中央公

民館で提供している。補助対象としては、国からの補助事業
なので、適正な会計管理が出来ることが基本で担当課でしっ
かり審査していくことになる。

答

問

問

問
問

問

令和6年度決算審査質疑

〈3〉



本会議質疑
の模様は
こちらから▼

令和７年臨時議会

賛否分かれる大激論！
令和7年8月12日に第5回臨時議会が開かれ、安谷屋第2地区貯水池整備工事（その1）工
事請負契約についての議案が出された。
採決の結果、賛成6、反対6の同数により議長裁決となり、原案が賛成多数で可決。議長は
議会では中立であり決を採る立場なので、採決には加わりません。しかし、賛否同数と
なった場合は議長が地方自治法に基づき決します。この行為を「裁決」といいます。
原案賛成◯、原案反対×、賛否の結果は以下の通り。

３月の議会で金額を把握、商工会から村内優先
発注の陳情を採択しているが、優先発注の質疑は
出ず、あの時点で意見が出ていればこういう事態
は避けられた。会計年度独立の原則からスケ
ジュール的にギリギリの入札で議案には賛成。

令和７年第５回北中城村臨時議会

賛
否
同
数
の
た
め

議
長
裁
決
で
可
決

議決結果

◯◯◯

× ×

◯

×

◯

×

◯

× ×賛
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平
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悟

屋
良 

朝
春

川
上 

龍
太

議
員
名

原案に賛成の立場からの発言 原案に反対の立場からの発言

村内企業も大事だが村民のために頑張って
欲しい。今の行政当局はかなり努力されている
ので議案には賛成だ。

村の発展には分断も対立もあってはならな
い。商工会も村も一緒になってこの村を発展さ
せるために十分な理解と協力が必要。

比嘉 悟 議員
今回の入札は事務的には問題はないが村内企
業優先発注、村内企業育成が反映されていない。
だからこの議案には反対だ。

上間 堅治 議員

これまで商工会から村内企業優先発注、育成
強化の要望書が出されてきたにもかかわらず、
それが今回活かされていない。そこが非常に問
題だ。この議案には反対。

比嘉 正志 議員

行政は村内企業の参入機会の拡大と受注額を
増やす取組みを強化すべき。議会からの提言書
に対して内容を精査しないまま入札をした。そ
れに対しても抗議する。

大城 律也 議員

行政が決めたら断固進めていく行政ファース
トか村民利益に叶うように進める村民ファース
トかどちらを選ぶかが試されている。村内優先
発注というものを理由をつけて削いでしまった
ら北中城村の未来はない。

喜屋武 功 議員

比嘉 義弘 議員

喜屋武 すま子 議員

平安山 和美 議員
安谷屋の灌漑用水の重要性と農業者への配慮

を踏まえ、入札は適正で工期遅延防止のため再
入札は困難と判断し、村内企業優先発注を提言
の上で本議案に賛成した。
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令和６年度決算審査質疑

そこを問う！質す！
　　　　　質疑のゆくえは！

犬の登録管理システムの
中で闘犬種の管理もしっか
りできているか。

比嘉 正志 委員
村の登録犬数は８５６頭で、登録、転入、注射記

録、死亡などの各種届出はしっかりしている。また、
犬の逸走や咬傷事故が発生した時は飼い主に迅速
に連絡し問題解決につなげている。

答

副業型地域活性化起業
人業務委託料の牡蠣の養殖
だが、品質管理体制はどう
なっているか。

大城 律也 委員
現在は水温や栄養分などの影響を見ているが

今後は牡蠣の毒を吐かせる施設も必要になってく
る。

答

周辺市町村では民間のプール
利用の事例がある。学校プール
の年間維持費についてはどう
なっているか。 喜屋武 功 委員
学校プールに係る年間支出額は３校で395万9,656

円になる。法定耐用年数が３０年となっており、北中城中
学校で３０年、島袋小学校で３１年、北中城小学校で１５年
経過しているが、民間プール利用のコスト面がネックに
なっている。

答

スクールバス運行委託料に関
して、ルートの拡大と発着場所の
拡大を望む声がある。しっかりと
検討して前へ進めるべき。

川上 龍太 委員
現段階では北中城小学校の全学年でバスが利用でき

るようにして、その次は中学校となるよう検討している。
答

観光誘客プロモーション事業
の実績で、ホームページの閲覧
数がかなり伸びている理由は。

平安山 和美 委員
観光アンバサダーを活用したウェブ記事や動画、イベ

ント情報も含めてSNSを活用した取組みが効果を出して
いる。

答

事務組合負担金で２回流
用した理由は。

喜屋武 すま子 委員
令和７年４月の人事院勧告に基づく給与条例の

一部改正で補正予算への計上漏れがあった。
答

生徒の県外派遣費だが、令和
２年度に作られており、今の物価
高騰や社会情勢が反映されてい
ない。しっかり考えるべき。

屋良 朝春 委員
社会情勢を考慮にいれるが、近隣市町村の動向等を

見て調査していきたい。
答

問

問

問

問

問

問

問
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民間プール
　活用もあり！

流用が多い！
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必要なものはこれだ！

第三回議会報告会

各自治会が自主防災会立ち上げに向けて動い
ている中で、より重要なのは連絡協議会を開く
ことだ。自主防災会の役割は災害に遭い暮らし
が戻るために下支えすること。例えば避難誘導
や避難場所の周知や防災グッズの準備の周知な
ど諸々ある。その取り組みの中身をしっかりさ
せるのが連絡協議会である。村はイニシアティ
ブを取って各自主防災会と連携する自主防災組
織連絡協議会を早く立ち上げるべき。他府県の
地方自治体では連絡協議会を立ち上げ月１回ほ
どの会議が開かれている。
自治会長会でも令和７年４月に連絡協議会の

設置要請を村に趣意書も出したが、動きが無い。
時代の変化に素早く応えていくべき。

北中城団地自治会長
渡嘉敷 美那子さん

熱田自治会長 德村 昌厚さん

津波時一時避難場所に
なっている県営北中城団
地。これまでの備蓄品等要
請の結果、令和7年10月に
備蓄水30ケースを団地11
階に配備してもらった。今
年3月には自治会から県の
公社へ要望書を提出してい
ますが、村も団地と一緒に
なって県と協議し、他の備
蓄品が置ける7階以上の一
室を確保して欲しい。

防災対策は村民の生命と財産を守る優先順位の高いものである。だからこそ、防災に関わ
る課題問題点について、これまで数多く議会の場で質疑や提案がされてきた。また、議会報告
会においても村当局へ防災に関する質問は多い。
これまで、備蓄品の賞味期限や資機材の品目、使い方、女性目線からの備蓄品目、自主防災

組織の立ち上げ支援、災害時の高齢者の避難対応、村全体の避難訓練の実施など、多くの質
疑、質問があった。
また各自治会自主防災組織の連携を図る観点から、自主防災組織連絡協議会の立ち上げを

提案しており、令和6年4月の台湾東部沖地震の津波警報を受け、15日に初の意見交換会の
場として防災連絡会議が開催された。しかし、まだ自主防災組織連絡協議会の立ち上げまで
には至っておりません。しっかり協議会が立ち上がるよう、引き続き要請・要望等を行ってい
く。
実際の取組として、ハザードマップの作成や防災連絡会議の開催、災害ボランティアセン

ター設置運営訓練、情報伝達訓練、避難所設置訓練など、様々な取組みがされているが、まだ
道半ばと言える。

防災の取組み検証②

令和６年度は多くの機関と連携して防災訓練
が行われているが、資機材の使い方など忘れない
ように定期的な訓練が必要だ。

（予算委員会質疑） （一般質問）

（村民の声）

（村民の声）

常に非常時があっても対応できるよう準備していき
たい。
答

問
台風等も含めて、災害時には長時間の停電が起

こる。充電ステーションや村内体育施設のシャワー室
の開放をすべきだ。
停電時に役場会計課前に充電ステーションを設置し

た。また、体育施設のシャワー室の開放は包括協定の中で
可能。

答

問

防災無線が聞こえづらいとの声がある。早急に
現状を把握すべき。
自治会長や保守業者と連携して、早急に状況を把握し

改善に努める。
答

問

比嘉 正志 議員 （令和５年９月定例議会）

大城 律也 議員 （令和６年９月定例議会）

比嘉 悟 委員 （令和７年９月定例議会）
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比嘉孝則村政は１期目の約５年前から給
食費無償化を公約として掲げているが、物価
高騰等もあって未だ達成できていない。

このコーナーは北中城村で進められている政策やこれ
まで議会からの指摘や提言に対して行政当局側がどう取
り組んできたかを検証する。

小中学校での給食費無償化に対して、これまで多くの議員から質疑があった。現状として
は、完全無償化は行われていないが、給食費の負担軽減策が行われており、北中城村の1人当
たりの給食費（1食1人当たりの食費）の金額は、県内各市町村と比較しても低い状況だ。

給食費無償化政策検証①

熱田在住 久場さん 喜舎場在住 上間さん

負担増には違和感
物価高騰の影響が
心配

（村民の声） （村民の声）

（予算委員会）

（一般質問）

あの政策
　あの提言を追え！

公約に無償化を掲げて保護者負担が増え
る事は違和感があるが、物価高騰もあるので
多少の値上げは致し方ないかなと思う。
それ以上に、気になるのが、食べ盛りの子
ども達にとってカロリー摂取が足りないの
は、成長過程や発達過程において良いことで
はない。カロリー摂取分は献立に入れて欲し
い。
子ども達の成長は村の成長にも繋がり、食
育の観点からも給食に対して更に補助金等、
優先的、重点的に考えて良いと思う。

毎日おいしい給食を提供して頂き、給食費
の一部負担をして頂いていることに感謝し
ています。一方で近隣市町村ではすでに給食
費無償化の所もあり、今後北中城村で完全無
償化の予定があるのか知りたい。
他、物価高騰の影響から、今後の給食の質
や量に影響がないか心配。配膳の際に適切な
量が行き届いているのか、おかわりしづらい
子がいないか、それぞれの子に合った満足な
量を食べられているかも気になるので、少な
めに配膳することで、廃棄が増えなければい
いと思う。

川上 龍太 委員 （令和７年９月定例議会）

本来給食費は保護者が負担すべきものだが、負
担軽減策として臨時交付金を活用してきたが、次年
度があるかわからないので、令和８年度から給食費
の値上げが決定した。村長も納得している。

答

問

令和６年度予算でようやく給食費の７５％補助の
予算が計上された。村長公約は私立学校含めた小
中学校の完全無償化だが実現できていない。
財源が厳しい状況で無償化へは段階的に取り組む。国

や県の動向を見極めて実現に向けて取組む。
答

問

令和６年の３月定例議会において、我々議会は給
食費無償化の意見書を全会一致で可決し県に提出
している。村としては、どう対応するか。
７５％補助までは実現した。今後引き続き国、県に対して

完全無償化を訴えていく。
答

問

上間 堅治 議員 （令和６年３月定例議会）

喜屋武 功 議員 （令和６年６月定例議会）
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特殊詐欺等から村民を守れ
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ト
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の
制
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は
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災
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等
連
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議
会
の
設
立
を

・ラーメンは何味が好き
醤油

・子どもの頃、好きだった
漫画やアニメ、テレビ
番組　　　　　　　　
ドラゴンボール、ドリフ
大爆笑

・ラッキーだった出来事
城徳寺の初詣で特賞が
当たったこと

比嘉 悟　議員
ひが さとる 問

北中城村議会　9月定例議会　一般質問
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●環境整備、感染対策について
●小規模企業振興基本条例の制定について
●クリーンセンター整備について

屋
良 

朝
春
　議
員

や
ら 

　  と
も
は
る

15P

●中北消防の早期退職の流れは治まったか
●村内公立小中学校周辺の環境美化につ
いて

●立村８０周年を夏季巡回ラジオ体操で盛り
上げよう

比
嘉 

正
志
　議
員

ひ
が 

　  ま
さ
し

16P

●本村の財政マネジメント

川
上 

龍
太
　議
員

か
わ
か
み   

り
ょ
う
た

18P

●学力向上への取組みと環境変化（ゾンビタバコ等）について
●北中城村観光協会の存在意義について
●村内企業優先発注の見える化を図るべき
●公園駐車場に関わる行き過ぎた対応について
●村荻堂登又線整備事業の進捗状況と災害対策
●中北消防におけるハラスメント調査の結果は

喜
屋
武
　功
　議
員

き
ゃ
ん

　
　い
さ
お

14P

●特殊詐欺等の対策について
●カスタマーハラスメント防止条例の
制定について
●防災連絡協議会について

比
嘉 

悟
　議
員

ひ
が
　  さ
と
る

9P

●火葬場建設について
●「比嘉太郎」の劇について
●牡蠣の養殖事業の計画について

比
嘉 

義
弘
　議
員

ひ
が 

　  よ
し
ひ
ろ

17P

●米軍用機からの爆音被害防止対策について
●キャンプ瑞慶覧返還における跡地利用について
●生活道路としての私道と里道について

伊
集 

守
吉
　議
員

い
じ
ゅ
　  し
ゅ
き
ち

13P

●教育行政について
●日米地位協定について

平
安
山 

和
美
　議
員

へ
ん
ざ
ん
　  

　か
ず
み

12P

●東日本大震災から１４年、重い教訓は生かせているか
●発注済み大型工事共同企業体の取組みについて
●道路景観の意義について
●熱田神社（御嶽）登録文化財申請について

大
城 

律
也
　議
員

お
お
し
ろ
　 り
つ
や

11P

●島袋地区冠水対策
●本村企業育成の考え方
●村財政について

上
間 

堅
治
　議
員

う
え
ま
　  

け
ん
じ

10P

●北中城村「村民平和の日」の制定に
ついて
●中央公民館に新聞を置いてほしい

喜
屋
武 

す
ま
子
　議
員

き
ゃ
ん
　  

　す
ま
こ

19P

インターネットLIVE中継や録画も配信中！
議会議場でも傍聴できます！

村政を問う！
令和7年9月　定例議会

●各議員氏名上のQRコードから
　動画がご覧いただけます

●一般質問の議会要約文は本人執筆、
　議会広報委員会でチェックして掲載

●村の様々な取組や課題等について､議員が
　提案も含めて､村に考えを聞くのが｢一般質問」

一般質問者
13名中、11名が登壇しました

〈8〉
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　村
民
の
生
命
・
財

産
、
暮
ら
し
を
守

り
、
特
殊
詐
欺
等
か
ら

村
民
が
被
害
に
遭
わ
な

い
た
め
、こ
れ
ま
で
村
広

報
紙
で
注
意
喚
起
さ
れ

た
こ
と
は
あ
る
か
。

　
こ
れ
ま
で
周
知
は

行
っ
て
い
な
い
。

　特
殊
詐
欺
は
高
齢

者
に
限
っ
た
こ
と
で

は
な
く
、若
者
が
簡
単
に

お
金
を
稼
ご
う
と
特
殊
詐

欺
側
に
加
担
し
て
し
ま
う

ケ
ー
ス
も
あ
る
。北
中
城
村

内
の
若
者
が
巻
き
込
ま
れ

な
い
為
に
も
若
者
向
け
の

周
知
も
必
要
だ
。

　
あ
ら
ゆ
る
媒
体
や

手
段
を
使
っ
て
広
報

周
知
に
努
め
、情
報
提
供
し

た
い
。

を
改
正
す
る
法
律
が
可

決
・
成
立
し
、今
後
厚
生
労

働
省
か
ら
示
さ
れ
る
指
針

に
よ
っ
て
検
討
し
た
い
。

　役
場
内
で
カ
ス
ハ

ラ
等
の
事
案
が
発
生

し
た
場
合
の
対
応
は
。

　
個
人
で
対
応
す
る

の
で
は
な
く
、管
理
職

が
職
員
の
後
ろ
盾
と
な
り

対
応
。

　ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の

内
容
は
様
々
、精
神
的

に
疲
弊
は
大
き
く
、体
調
を

崩
し
離
職
へ
繋
が
る
ケ
ー
ス

も
あ
る
。嫌
な
思
い
や
不
快

感
が
続
き
、腹
立
た
し
い
思

い
が
続
く
と
住
民
サ
ー
ビ
ス

へ
影
響
が
出
る
と
思
う
が
。

　
し
っ
か
り
先
進
事

例
も
研
究
し
、情
報

用
語
説
明

※
カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
と
は
、顧
客
、取
引
の
相
手
方
、施
設

の
利
用
者
、そ
の
他
の
関
係
を
有
す
る
者
か
ら
の
不
当
か
つ
過
剰
な

要
求
や
迷
惑
行
為
な
ど
、そ
の
他
の
事
情
に
照
ら
し
て
社
会
通
念

上
、許
容
さ
れ
る
範
囲
を
超
え
る
も
の
に
よ
り
、従
業
員
等
の
就
業

環
境
が
害
さ
れ
る
行
為
。

問問

収
集
な
ど
こ
れ
か
ら
取
り

組
ん
で
い
く
。

　

　連
絡
協
議
会
が
発

足
す
れ
ば
、村
長
公
約

の
全
村
的
な
避
難
訓
練
の
実

施
も
現
実
味
を
帯
び
る
。

色
々
な
角
度
か
ら
考
え
て
も

村
の
防
災
力
強
化
に
確
実
に

繋
が
る
、再
三
提
案
し
て
い

る
が
、自
主
防
災
組
織
等
連

絡
協
議
会
の
設
立
は
い
つ
頃

か
。

　
連
絡
協
議
会
の
重

要
性
を
十
分
に
認
識

し
て
い
る
。早
急
に
設
立
で

き
る
よ
う
努
力
し
た
い
。

　
中
学
生
の
頃
か
ら
そ

う
い
っ
た
犯
罪
に
巻

き
込
ま
れ
な
い
対
策
、教
育

も
必
要
。

　
関
係
機
関
と
連
携

し
な
が
ら
、巻
き
込
ま

れ
な
い
よ
う
子
ど
も
た
ち

へ
指
導
す
る
。

　
北
中
城
村
内
で
働
く

人
の
安
全
及
び
健
康

を
害
す
る
様
々
な
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
を
未
然
に
防
ぐ
必
要
が

あ
る
。村
の
カ
ス
タ
マ
ー
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
条
例
制
定

の
考
え
は
。

　
６
月
に
労
働
施
策

総
合
推
進
法
の
一
部

詳細は
動画から
チェック!

答

答答

答

答

答答

問

問

問

問

質問後に周知のため
掲載されたチラシ

特殊詐欺等から村民を守れ
村長　あらゆる媒体や手段を使って周知する

※
カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
防
止
条
例

の
制
定
は

自
主
防
災
組
織
等
連

絡
協
議
会
の
設
立
を

・ラーメンは何味が好き
醤油

・子どもの頃、好きだった
漫画やアニメ、テレビ
番組　　　　　　　　
ドラゴンボール、ドリフ
大爆笑

・ラッキーだった出来事
城徳寺の初詣で特賞が
当たったこと

比嘉 悟　議員
ひが さとる 問

北中城村議会　9月定例議会　一般質問
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文
化
庁
は
対
象

と
な
る
有
形
文
化

財
の
価
値
を
確
認
す
る

た
め
、８
月
25
日
現
場
調
査

を
実
施
し
た
。熱
田
自
治
会

管
理
の
お
宮
が
国
に「
登

録
有
形
文
化
財
」と
し
て

認
定
さ
れ
る
と
、村
は
文

化
財
の
知
名
度
向
上
、文

化
財
保
護
へ
の
住
民
意
識

の
醸
成
、観
光
資
源
と
し

て
の
活
用
、財
政
的
支
援

の
増
加
と
い
っ
た
効
果
が

得
ら
れ
る
。

　
※「
島
根
殿
」の
登
録

に
よ
っ
て
、文
化
財
と

し
て
の
格
付
け
、保
全・継
承

に
対
す
る
住
民
意
識
の
向
上

な
ど
が
期
待
さ
れ
る
。歴
史
資

源
と
し
て
の
活
用
に
関
し
て

は
、学
校
教
育
の
場
や
村
の
出

前
講
座
を
通
し
た
普
及
、観

光
分
野
と
連
携
し
た
取
り

組
み
、村
広
報
や
Ｈ
Ｐ
、Ｓ

日
」で
あ
る
。村
独
自
に
特
定

の
日
を
制
定
す
る
予
定
は
な

い
が
、避
難
訓
練
に
つ
い
て

は
、災
害
時
の
被
害
を
最
小

限
に
抑
え
、災
害
に
強
い
村

づ
く
り
の
た
め
に
早
急
に
実

施
で
き
る
よ
う
関
係
機
関
と

連
携
し
て
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
。　

村
が
発
注
す
る
大

型
工
事
企
業
体
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
は
、企

業
体
の
結
成
や
地
元
業
者

優
先
の
入
札
制
度
な
ど
が

挙
げ
ら
れ
る
。企
業
体
は

建
設
会
社
が
協
力
し
て
大

規
模
工
事
を
請
け
負
う
た

め
の
組
織
で
あ
る
。本
村

に
お
い
て
も
地
元
建
設
会

社
の
受
注
機
会
を
増
や
し

て
、地
域
経
済
の
活
性
化

用
語
説
明

※
島
根
殿
と
は
、熱
田
公
民
館
の
敷
地
内
に
あ
る
。一
般
に
オ
ミ
ヤ
ま
た

は
シ
マ
ニ
ド
ゥ
ン
と
称
さ
れ
、祈
願
の
対
象
は
、海
水
に
浸
食
さ
れ
た
大

き
な
岩
で
あ
る
。拝
殿
は
入
母
屋
造
り
の
木
造
瓦
葺
き
で
、軸
部
は
戦
前

の
も
の
で
あ
る
。現
在
で
も
各
ウ
マ
チ
ー
に
拝
ま
れ
て
い
る
。

問

を
図
る
必
要
が
あ
る
。

　
地
元
企
業
の
受
注

機
会
拡
大
に
つ
い
て

は
、経
常
建
設
企
業
体
制

度
を
活
用
し
た
企
業
の
自

主
的
な
取
り
組
み
が
考
え

ら
れ
る
。地
元
建
設
企
業

の
受
注
に
よ
り
雇
用
の
確

保
や
技
術
力
の
向
上
が
あ

り
、地
元
企
業
の
健
全
な

発
展
は
村
全
体
の
利
益
に

つ
な
が
る
。事
業
の
優
先

度
も
踏
ま
え
て
、適
切
な

工
事
規
模
に
よ
る
発
注
単

位
を
考
慮
し
て
、村
内
企

業
の
受
注
機
会
の
確
保
に

努
め
た
い
。

Ｎ
Ｓ
な
ど
を
通
し
て
広
く
周

知
し
て
、文
化
財
愛
護
の
普

及
啓
発
に
努
め
て
い
き
た
い
。

　
震
災
避
難
訓
練
は

被
害
を
最
小
限
に
抑

え
る
た
め
に
非
常
に
重
要
で

あ
る
。東
日
本
大
震
災
、能

登
半
島
地
震
は
深
い
爪
痕

を
残
し
た
。大
震
災
の
教
訓

を
い
ま
一
度
振
り
返
り
、災

害
に
強
い
村
づ
く
り
で
あ

る
。行
政
は
積
極
的
に
震
災

訓
練
の
内
容
を
高
度
化
し

て
、「
防
災
の
日
」の
制
定

と
、村
内
一
斉
の
震
災
総

合
避
難
訓
練
を
早
急
に
実

施
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
毎
年
９
月
１
日
は

国
が
定
め
た「
防
災
の

詳細は
動画から
チェック!

答

答

答

問

■
そ
の
他
に
、道
路
景
観
の

意
義
に
つ
い
て
も
質
問
を
し

ま
し
た
。

震
災
総
合
避
難
訓
練

は
重
要

大
型
工
事
企
業
体
の

取
り
組
み
は

問

「文化財登録原簿」に
登録が期待される熱田神社（御嶽）

文化財保護への住民意識の醸成を
教育長　村広報やHP、SNSなどで
　　　　普及啓発に努めていく

・ラーメンは何味が好き
味噌

・子どもの頃、好きだった
漫画やアニメ、テレビ
番組　　　　　　　　
 冒険王、赤胴鈴之助、　
プロレス

・ラッキーだった出来事
毎日が元気の積み重ね

大城 律也　議員
おおしろ　りつや

北中城村議会　9月定例議会　一般質問
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増
し
し
て
建
設
に
向
け
対
応

し
て
い
る
。

　
予
算
で
は
5
千
万

円
、蓋
を
開
け
た
ら
1
億

円
。計
画
的
と
言
え
る
の
か
。

　

　
建
設
の
際
に
一
般

財
源
充
当
が
か
な
う

体
制
が
大
事
。そ
れ
に
充
て

て
の
計
画
を
行
っ
て
い
る
。

　
予
算
当
初
で
1
億

円
計
上
し
そ
の
中
で

予
算
を
調
整
す
る
考
え
方

は
な
い
の
か
。財
政
調
整
基

金
が
減
っ
て
い
る
状
況
も

あ
る
。

　

　
基
金
全
体
の
積
立

額
も
参
考
に
し
て
お

り
、基
金
残
高
と
し
て
は
増

え
て
い
る
状
況
に
あ
る
。

き
も
の
で
、村
と
し
て
は
村
内

事
業
者
あ
る
い
は
商
工
会
に

帰
属
し
た
企
業
を
優
先
的
に

扱
っ
て
い
る
事
は
間
違
い
な
い
。

　
実
質
単
年
度
収
支

が
赤
字
で
あ
る
。将
来

的
な
財
政
運
営
に
影
響
を
及

ぼ
す
恐
れ
が
あ
る
。

　

　
新
一
般
廃
棄
物
処

理
施
設
建
設
等
基
金

へ
拠
出
が
主
な
要
因
。将
来

負
担
に
備
え
た
必
要
経
費
を

支
出
し
て
お
り
、計
画
的
に

財
政
運
営
を
行
っ
て
い
る
。

　
財
政
調
整
基
金
を
食

い
潰
し
て
い
る
。要
は

貯
金
を
す
げ
替
え
た
だ
け
。

　

　
財
政
調
整
基
金
か

ら
目
的
基
金
へ
積
み

　
物
価
高
騰
で
工
事

費
用
も
膨
ら
ん
で
い

る
な
か
、５
号
調
整
池
の
進

捗
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

　
工
事
費
用
は
当
初

計
画
よ
り
1
・
3

倍
、1
・
5
倍
に
な
る
と
考

え
る
。家
族
へ
の
意
向
確
認

で
は
物
件
の
す
べ
て
を
補

償
対
象
と
し
て
い
た
が
、家

主
の
了
解
が
得
ら
れ
な
い

状
況
で
９
月
に
は
回
答
を

も
ら
え
る
よ
う
に
お
願
い

し
て
い
る
。年
内
に
は
結
論

を
も
ら
え
る
事
で
了
解
を

得
て
い
る
。

５
号
調
整
池
の
進
捗
状
況
は

村
長
　
家
主
の
了
解
を
得
て
年
内
に
は
結
論

島袋地区の冠水状況

問

用
語
説
明

※
共
同
企
業
体（
J
V
）と
は
、ジ
ョ
イ
ン
ト・ベ
ン
チ
ャ
ー（
J
V
）、複
数
の

企
業
が
、一
つ
の
工
事
や
事
業
を
共
同
で
受
注
し
、施
工・履
行
す
る
た
め
に

形
成
す
る
事
業
組
織
体
。

詳細は
動画から
チェック!

る
。今
後
、発
注
者
と
し
て
体

制
を
含
め
検
討
し
て
い
く
。

　
な
ぜ
、今
ま
で
出
来

な
か
っ
た
の
か
。

　

　
令
和
４
年
度
あ
た

り
か
ら
経
常
建
設

J
V
な
ど
の
J
V
発
注
も
一

般
的
に
な
っ
て
い
る
。J
V

に
よ
る
受
注
を
業
者
が
望
め

ば
発
注
者
と
し
て
検
討
し
て 

い
く
と
い
う
事
に
な
っ
て
き

た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
令
和
４
年
度
頃
か

ら
全
国
的
に
経
常
建

設
J
V
を
行
っ
て
い
る
と
い

う
事
だ
が
、８
月
の
臨
時
議

会
と
の
答
弁
と
違
う
と
思
う

方
針
が
変
わ
っ
た
の
か
。

　

　
経
常
建
設
J
V
に
つ

い
て
は
企
業
登
録
の
際

に
企
業
が
う
た
っ
て
や
る
べ

の
み
と
捉
え
て
良
い
の
か
。

　

　
特
定
建
設
J
V
を

対
象
と
し
て
い
た

が
、経
常
建
設
J
V
も
あ

　
※
共
同
企
業
体
の
活

用
は
、特
定
建
設
J
V

問問

問 問

答

答

答

答答

答答

問問

本
村
企
業
育
成
の
考

え
方

村
財
政
に
つ
い
て

上間 堅治　議員
うえま 　  けんじ

問

答

・ラーメンは何味が好き
醤油

・子どもの頃、好きだった
漫画やアニメ、テレビ
番組　　　　　　　　
タッチ

・ラッキーだった出来事
北中城村に引っ越した
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文
化
庁
は
対
象

と
な
る
有
形
文
化

財
の
価
値
を
確
認
す
る

た
め
、８
月
25
日
現
場
調
査

を
実
施
し
た
。熱
田
自
治
会

管
理
の
お
宮
が
国
に「
登

録
有
形
文
化
財
」と
し
て

認
定
さ
れ
る
と
、村
は
文

化
財
の
知
名
度
向
上
、文

化
財
保
護
へ
の
住
民
意
識

の
醸
成
、観
光
資
源
と
し

て
の
活
用
、財
政
的
支
援

の
増
加
と
い
っ
た
効
果
が

得
ら
れ
る
。

　
※「
島
根
殿
」の
登
録

に
よ
っ
て
、文
化
財
と

し
て
の
格
付
け
、保
全・継
承

に
対
す
る
住
民
意
識
の
向
上

な
ど
が
期
待
さ
れ
る
。歴
史
資

源
と
し
て
の
活
用
に
関
し
て

は
、学
校
教
育
の
場
や
村
の
出

前
講
座
を
通
し
た
普
及
、観

光
分
野
と
連
携
し
た
取
り

組
み
、村
広
報
や
Ｈ
Ｐ
、Ｓ

日
」で
あ
る
。村
独
自
に
特
定

の
日
を
制
定
す
る
予
定
は
な

い
が
、避
難
訓
練
に
つ
い
て

は
、災
害
時
の
被
害
を
最
小

限
に
抑
え
、災
害
に
強
い
村

づ
く
り
の
た
め
に
早
急
に
実

施
で
き
る
よ
う
関
係
機
関
と

連
携
し
て
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
。　

村
が
発
注
す
る
大

型
工
事
企
業
体
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
は
、企

業
体
の
結
成
や
地
元
業
者

優
先
の
入
札
制
度
な
ど
が

挙
げ
ら
れ
る
。企
業
体
は

建
設
会
社
が
協
力
し
て
大

規
模
工
事
を
請
け
負
う
た

め
の
組
織
で
あ
る
。本
村

に
お
い
て
も
地
元
建
設
会

社
の
受
注
機
会
を
増
や
し

て
、地
域
経
済
の
活
性
化

用
語
説
明

※
島
根
殿
と
は
、熱
田
公
民
館
の
敷
地
内
に
あ
る
。一
般
に
オ
ミ
ヤ
ま
た

は
シ
マ
ニ
ド
ゥ
ン
と
称
さ
れ
、祈
願
の
対
象
は
、海
水
に
浸
食
さ
れ
た
大

き
な
岩
で
あ
る
。拝
殿
は
入
母
屋
造
り
の
木
造
瓦
葺
き
で
、軸
部
は
戦
前

の
も
の
で
あ
る
。現
在
で
も
各
ウ
マ
チ
ー
に
拝
ま
れ
て
い
る
。

問

を
図
る
必
要
が
あ
る
。

　
地
元
企
業
の
受
注

機
会
拡
大
に
つ
い
て

は
、経
常
建
設
企
業
体
制

度
を
活
用
し
た
企
業
の
自

主
的
な
取
り
組
み
が
考
え

ら
れ
る
。地
元
建
設
企
業

の
受
注
に
よ
り
雇
用
の
確

保
や
技
術
力
の
向
上
が
あ

り
、地
元
企
業
の
健
全
な

発
展
は
村
全
体
の
利
益
に

つ
な
が
る
。事
業
の
優
先

度
も
踏
ま
え
て
、適
切
な

工
事
規
模
に
よ
る
発
注
単

位
を
考
慮
し
て
、村
内
企

業
の
受
注
機
会
の
確
保
に

努
め
た
い
。

Ｎ
Ｓ
な
ど
を
通
し
て
広
く
周

知
し
て
、文
化
財
愛
護
の
普

及
啓
発
に
努
め
て
い
き
た
い
。

　
震
災
避
難
訓
練
は

被
害
を
最
小
限
に
抑

え
る
た
め
に
非
常
に
重
要
で

あ
る
。東
日
本
大
震
災
、能

登
半
島
地
震
は
深
い
爪
痕

を
残
し
た
。大
震
災
の
教
訓

を
い
ま
一
度
振
り
返
り
、災

害
に
強
い
村
づ
く
り
で
あ

る
。行
政
は
積
極
的
に
震
災

訓
練
の
内
容
を
高
度
化
し

て
、「
防
災
の
日
」の
制
定

と
、村
内
一
斉
の
震
災
総

合
避
難
訓
練
を
早
急
に
実

施
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
毎
年
９
月
１
日
は

国
が
定
め
た「
防
災
の

詳細は
動画から
チェック!

答

答

答

問

■
そ
の
他
に
、道
路
景
観
の

意
義
に
つ
い
て
も
質
問
を
し

ま
し
た
。

震
災
総
合
避
難
訓
練

は
重
要

大
型
工
事
企
業
体
の

取
り
組
み
は

問

「文化財登録原簿」に
登録が期待される熱田神社（御嶽）

文化財保護への住民意識の醸成を
教育長　村広報やHP、SNSなどで
　　　　普及啓発に努めていく

・ラーメンは何味が好き
味噌

・子どもの頃、好きだった
漫画やアニメ、テレビ
番組　　　　　　　　
 冒険王、赤胴鈴之助、　
プロレス

・ラッキーだった出来事
毎日が元気の積み重ね

大城 律也　議員
おおしろ　りつや
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外
国
人
で
登
録
し
て

い
る
大
型
犬
は
10
頭
。

う
ち
2
頭
が
闘
犬
種
。米
軍

基
地
内
の
登
録
は
1
頭
で

闘
犬
種
に
は
該
当
し
な
い
。

　咬
傷
事
故
が
2
件

と
の
こ
と
だ
が
、住

民
生
活
に
影
響
を
与
え
か

ね
な
い
、対
策
は
。

　
飼
い
主
を
調
査

し
、適
切
に
飼
う
よ

う
に
指
導
を
し
て
い
る
。

　※
日
米
地
位
協
定

該
当
者
が
飼
育
す

る
、犬
の
登
録
等
を
促
す

対
策
は
。

　
周
知
方
法
等
、対

策
に
苦
慮
し
て
い
る

状
況
で
あ
る
。

関
す
る
規
則
・
指
針
や
取
組

み
を
確
認
し
、保
護
者
等
と

も
に
連
携
し
て
進
め
る
。

　県
教
育
委
員
会
作

成
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
内

容
と
学
校
現
場
で
の
活
用

状
況
は
。

　
性
暴
力
被
害
に

遭
っ
た
児
童
生
徒
へ

の
適
切
な
対
応
を
行
う
た

め
の
手
順
が
、４
項
目
で
構

成
さ
れ
て
い
る
。校
長
会
や

教
頭
会
等
を
通
じ
て
周
知

し
て
い
る
。学
校
長
か
ら
も

各
教
職
員
に
対
し
て
周
知

さ
れ
て
い
る
。

　米
軍
基
地
内
外
に

お
け
る
闘
犬
を
含
む

大
型
犬
の
登
録
状
況
は
。

　社
会
の
宝
で
あ
る

子
ど
も
た
ち
を
性
暴

力
な
ど
か
ら
守
る
こ
と
は

私
た
ち
大
人
の
責
任
で
あ

る
。「
教
職
員
等
に
よ
る
児

童
生
徒
へ
の
性
暴
力
等
の

防
止
等
に
関
す
る
法
律
」が

施
行
さ
れ
て
い
る
が
こ
の

法
律
に
つ
い
て
、本
村
の
見

解
を
伺
う
。

　
教
職
員
等
に
よ
る

性
暴
力
の
防
止
に
関

す
る
法
律
の
趣
旨
を
踏
ま

え
、児
童
生
徒
へ
の
性
暴
力

を
未
然
に
防
ぐ
た
め
の
施

策
を
積
極
的
に
進
め
る
。ま

た
、子
ど
も
た
ち
の
権
利
や

利
益
の
擁
護
に
努
め
る
。

子
ど
も
を
性
暴
力
か
ら
守
る
の
は
大
人
の
責
任

教
育
長
　
子
ど
も
の
権
利
や
利
益
の
擁
護
に
努
め
る

朝の会が始まる前の教室

問

用
語
説
明

※
日
米
地
位
協
定
該
当
者
と
は
、日
本
に
駐
留
す
る
在
日
米
軍
と
そ
の

構
成
員（
軍
人・軍
属
）お
よ
び
そ
の
家
族

詳細は
動画から
チェック!

　今
後
も
処
分
者
を

出
さ
な
い
た
め
に

は
、ど
の
よ
う
な
取
り
組

み
が
重
要
だ
と
思
う
か
。

　
や
は
り
服
務
に
関

し
て
指
導
を
徹
底
し

て
い
く
。教
育
委
員
会
と

し
て
も
校
長
会
、教
頭
会

に
お
い
て
事
例
を
出
し
な

が
ら
指
導
助
言
を
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
と
捉
え
て

い
る
。

　未
然
防
止
並
び
に

再
発
防
止
の
た
め
の

取
組
み
は
。

　
校
内
研
修
を
通
じ

て
教
職
員
等
に
対
す

る
服
務
研
修
を
計
画
的
に

実
施
し
、児
童
生
徒
自
身
が

被
害
を
予
防
で
き
る
よ
う

啓
発
し
、指
導
を
徹
底
し
て

い
る
。S
N
S
等
の
制
限
に

　
懲
戒
処
分
等
の
懲

罰
を
受
け
た
教
職
員

は
い
な
い
。

　児
童
生
徒
に
性
暴

力
を
行
っ
た
教
職
員

等
へ
の
懲
戒
処
分
等
の
実

態
は
。

問

問問

答

答

答答

答

答答答

日
米
地
位
協
定
に

関
連
し
て

問問

問

平安山 和美  議員
へんざん 　    かずみ

問

・ラーメンは何味が好き
醤油

・子どもの頃、好きだった
漫画やアニメ、テレビ
番組　　　　　　　
キャンディキャンディ

・ラッキーだった出来事
リウボウ商品券当選
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　生
活
道
路（
私
道
）

で
災
害
が
起
き
た
場

合
、村
の
対
応
は
。

　※
私
道
の
場
合
は
当

該
道
路
の
地
権
者
な

ど
の
道
路
管
理
者
が
復
旧
等

を
す
る
こ
と
に
な
る
。人
命

救
助
な
ど
緊
急
性
に
鑑
み
道

路
啓
開
を
村
が
行
う
こ
と
は

考
え
ら
れ
る
。

　高
台
に
あ
る
生
活
道

路
で
は
地
震
や
大
雨
な

ど
で
、土
砂
崩
れ
な
ど
が
起
き

な
い
か
地
権
者
は
い
つ
も
心

配
だ
と
思
う
。村
行
政
と
し
て

私
道
の
整
備
に
向
け
た
助
成

に
つ
い
て
の
考
え
は
。

　県
外
で
の
事
例
だ
が

大
規
模
な
地
震
や
豪
雨

で
私
道
が
損
壊
を
受
け
、1
件

当
た
り
10
万
円
な
ど
大
き
な

額
で
は
な
い
が
、市
の
方
で
助

　北
中
城
村
で
防
音

工
事
が
行
わ
れ
て
い

る
地
区
は
何
ヶ
所
あ
る
か
。

　安
谷
屋
、石
平
、荻

道
、瑞
慶
覧
、島
袋
の

5
地
区
の
全
部
ま
た
は
一
部

地
域
が
指
定
さ
れ
て
い
る
。

　県
の
騒
音
測
定
局
の

中
に
荻
道
、大
城
、熱
田

の
3
ヶ
所
の
測
定
局
が
あ
る
。

そ
の
騒
音
レ
ベ
ル
を
示
す
指

数
が
宜
野
湾
市
の
大
山
や
そ

の
周
辺
と
変
わ
ら
な
い
。防
音

工
事
が
指
定
さ
れ
た
5
ヶ
所

以
外
に
も
喜
舎
場
、仲
順
の
学

校
周
辺
を
オ
ス
プ
レ
イ
や
軍
用

機
が
低
空
で
飛
行
し
て
い
る
の

が
確
認
で
き
る
。学
校
、特
に

子
ど
も
達
に
大
き
な
影
響
を

与
え
て
い
る
と
思
う
が
。

用
語
説
明

※
私
道
と
は
、個
人
ま
た
は
法
人
が
所
有
す
る
道
路
で
、通
行
権
を

制
限
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

※
里
道
と
は
、歴
史
的
に
利
用
さ
れ
て
き
た
道
路
で
、元
々
は
国
の

所
有
で
し
た
が
、現
在
は
市
町
村
が
管
理
し
て
お
り
、公
道
と
し
て

の
機
能
を
持
ち
、地
域
住
民
で
維
持
管
理
さ
れ
る
。公
共
の
用
に
供

さ
れ
る
道
路
。

問

　区
域
外
で
も
騒
音
が

あ
る
の
は
把
握
し
て
い

る
。そ
れ
に
つ
い
て
も
防
衛
局

等
に
た
び
た
び
騒
音
被
害
に

つ
い
て
の
要
請
は
行
って
い
る
。

　跡
地
利
用
に
つ
い
て

は
検
討
中
で
ス
マ
ー
ト

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
拡
充

及
び
公
共
機
能
、商
業
機
能
を

核
と
し
た
跡
地
利
用
と
い
う

こ
と
だ
が
、大
事
な
の
は
地
権

者
の
理
解
だ
と
思
う
。地
権
者

へ
の
説
明
は
行
っ
た
か
。

　防
衛
局
長
よ
り
喜

舎
場
住
宅
地
区
か
ら

先
に
返
還
す
る
こ
と
の
説

明
を
受
け
、軍
用
地
地
主
会

の
評
議
会
で
村
長
、担
当
職

員
と
一
緒
に
地
権
者
へ
の

説
明
を
行
っ
た
。

成
金
を
出
す
制
度
を
設
け
て
い

る
と
こ
ろ
は
あ
る
。大
規
模
な

災
害
と
か
は
状
況
に
応
じ
て
政

治
的
な
判
断
に
な
る
と
思
う
。

　※
里
道
は
村
管
理
だ

が
管
理
は
ど
の
よ
う

に
や
っ
て
い
る
か
。

　里
道
は
国
か
ら
地
方

に
移
管
す
る
と
い
う
こ
と
で

村
が
管
理
を
受
け
継
い
だ
。も

と
も
と
地
域
で
使
わ
れ
て
い

た
生
活
道
路
・あ
ぜ
道
で
そ
の

地
域
、使
わ
れ
る
方
、受
益
者

に
管
理
し
て
も
ら
っ
て
い
る
。

た
だ
、構
造
物
を
造
る
な
ど
の

場
合
は
村
の
ほ
う
で
対
応
し

て
い
る
。

詳細は
動画から
チェック!

答答

答

答

答

答問答

問

問

問問

問

高台にある生活道路（私道）

村長　地権者の対応となる

米
軍
機
か
ら
の
爆
音

被
害
防
止
対
策
は

キ
ャ
ン
プ
瑞
慶
覧
返
還

に
お
け
る
跡
地
利
用
は

伊集 守吉　議員
いじゅ しゅきち

・ラーメンは何味が好き
味噌

・子どもの頃、好きだった
漫画やアニメ、テレビ
番組　　　　　　　　
風小僧

・ラッキーだった出来事
先輩の紹介で主治医が
できたこと

災害で影響を受けた私道、里道への対応は
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　生
活
道
路（
私
道
）

で
災
害
が
起
き
た
場

合
、村
の
対
応
は
。

　※
私
道
の
場
合
は
当

該
道
路
の
地
権
者
な

ど
の
道
路
管
理
者
が
復
旧
等

を
す
る
こ
と
に
な
る
。人
命

救
助
な
ど
緊
急
性
に
鑑
み
道

路
啓
開
を
村
が
行
う
こ
と
は

考
え
ら
れ
る
。

　高
台
に
あ
る
生
活
道

路
で
は
地
震
や
大
雨
な

ど
で
、土
砂
崩
れ
な
ど
が
起
き

な
い
か
地
権
者
は
い
つ
も
心

配
だ
と
思
う
。村
行
政
と
し
て

私
道
の
整
備
に
向
け
た
助
成

に
つ
い
て
の
考
え
は
。

　県
外
で
の
事
例
だ
が

大
規
模
な
地
震
や
豪
雨

で
私
道
が
損
壊
を
受
け
、1
件

当
た
り
10
万
円
な
ど
大
き
な

額
で
は
な
い
が
、市
の
方
で
助

　北
中
城
村
で
防
音

工
事
が
行
わ
れ
て
い

る
地
区
は
何
ヶ
所
あ
る
か
。

　安
谷
屋
、石
平
、荻

道
、瑞
慶
覧
、島
袋
の

5
地
区
の
全
部
ま
た
は
一
部

地
域
が
指
定
さ
れ
て
い
る
。

　県
の
騒
音
測
定
局
の

中
に
荻
道
、大
城
、熱
田

の
3
ヶ
所
の
測
定
局
が
あ
る
。

そ
の
騒
音
レ
ベ
ル
を
示
す
指

数
が
宜
野
湾
市
の
大
山
や
そ

の
周
辺
と
変
わ
ら
な
い
。防
音

工
事
が
指
定
さ
れ
た
5
ヶ
所

以
外
に
も
喜
舎
場
、仲
順
の
学

校
周
辺
を
オ
ス
プ
レ
イ
や
軍
用

機
が
低
空
で
飛
行
し
て
い
る
の

が
確
認
で
き
る
。学
校
、特
に

子
ど
も
達
に
大
き
な
影
響
を

与
え
て
い
る
と
思
う
が
。

用
語
説
明

※
私
道
と
は
、個
人
ま
た
は
法
人
が
所
有
す
る
道
路
で
、通
行
権
を

制
限
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

※
里
道
と
は
、歴
史
的
に
利
用
さ
れ
て
き
た
道
路
で
、元
々
は
国
の

所
有
で
し
た
が
、現
在
は
市
町
村
が
管
理
し
て
お
り
、公
道
と
し
て

の
機
能
を
持
ち
、地
域
住
民
で
維
持
管
理
さ
れ
る
。公
共
の
用
に
供

さ
れ
る
道
路
。

問

　区
域
外
で
も
騒
音
が

あ
る
の
は
把
握
し
て
い

る
。そ
れ
に
つ
い
て
も
防
衛
局

等
に
た
び
た
び
騒
音
被
害
に

つ
い
て
の
要
請
は
行
って
い
る
。

　跡
地
利
用
に
つ
い
て

は
検
討
中
で
ス
マ
ー
ト

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
拡
充

及
び
公
共
機
能
、商
業
機
能
を

核
と
し
た
跡
地
利
用
と
い
う

こ
と
だ
が
、大
事
な
の
は
地
権

者
の
理
解
だ
と
思
う
。地
権
者

へ
の
説
明
は
行
っ
た
か
。

　防
衛
局
長
よ
り
喜

舎
場
住
宅
地
区
か
ら

先
に
返
還
す
る
こ
と
の
説

明
を
受
け
、軍
用
地
地
主
会

の
評
議
会
で
村
長
、担
当
職

員
と
一
緒
に
地
権
者
へ
の

説
明
を
行
っ
た
。

成
金
を
出
す
制
度
を
設
け
て
い

る
と
こ
ろ
は
あ
る
。大
規
模
な

災
害
と
か
は
状
況
に
応
じ
て
政

治
的
な
判
断
に
な
る
と
思
う
。

　※
里
道
は
村
管
理
だ

が
管
理
は
ど
の
よ
う

に
や
っ
て
い
る
か
。

　里
道
は
国
か
ら
地
方

に
移
管
す
る
と
い
う
こ
と
で

村
が
管
理
を
受
け
継
い
だ
。も

と
も
と
地
域
で
使
わ
れ
て
い

た
生
活
道
路
・あ
ぜ
道
で
そ
の

地
域
、使
わ
れ
る
方
、受
益
者

に
管
理
し
て
も
ら
っ
て
い
る
。

た
だ
、構
造
物
を
造
る
な
ど
の

場
合
は
村
の
ほ
う
で
対
応
し

て
い
る
。

詳細は
動画から
チェック!

答答

答

答

答

答問答

問

問

問問

問

高台にある生活道路（私道）

村長　地権者の対応となる

米
軍
機
か
ら
の
爆
音

被
害
防
止
対
策
は

キ
ャ
ン
プ
瑞
慶
覧
返
還

に
お
け
る
跡
地
利
用
は

伊集 守吉　議員
いじゅ しゅきち

・ラーメンは何味が好き
味噌

・子どもの頃、好きだった
漫画やアニメ、テレビ
番組　　　　　　　　
風小僧

・ラッキーだった出来事
先輩の紹介で主治医が
できたこと

災害で影響を受けた私道、里道への対応は

北中城村議会　9月定例議会　一般質問
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学力の向上が望まれる北中城村

用
語
説
明

※
バ
リ
ケ
ー
ド
と
は
、通
行
や
進
入
を
規
制
す
る
た
め
に
使
用
す
る
障

害
物
。

詳細は
動画から
チェック!

　
令
和
７
年
４
月
に

全
国
の
小
学
校
６
年

生
と
中
学
校
３
年
生
を
対

象
に「
全
国
学
力
・
学
習
状

況
調
査
」が
実
施
さ
れ
、小

学
校
の
国
語
は
国
平
均
よ

り
も
２・８
ポ
イ
ン
ト
、算
数

７・０
ポ
イ
ン
ト
、理
科
６・１

ポ
イ
ン
ト
低
い
結
果
と
な
っ

た
。中
学
校
で
は
国
語
５・３

ポ
イ
ン
ト
、数
学
10・３
ポ
イ

ン
ト
、理
科
で
38
ポ
イ
ン
ト
と

低
く
、沖
縄
県
は
全
て
の
教

科
で
全
国
平
均
よ
り
も
下
回

る
結
果
と
な
っ
た
。

　
こ
れ
ま
で
の
学
力
向
上
の

取
組
み
が
ど
う
い
う
結
果
に

結
び
つ
い
て
い
る
か
伺
う
。

北
中
城
村
の
学
力
は

　国
、県
平
均
よ
り
も
厳
し
い
結
果

■
そ
の
他
に
、北
中
城
村
観

光
協
会
の
存
在
意
義
、村
内

企
業
優
先
発
注
の
見
え
る

化
、公
園
駐
車
場
に
関
わ
る

行
き
過
ぎ
た
対
応
、村
道
荻

道
登
又
線
整
備
事
業
の
進
捗

状
況
と
災
害
対
策
、中
北
消

防
に
お
け
る
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
調
査
の
結
果
に
つ
い
て

も
質
問
を
し
ま
し
た
。

村
長
　
大
変
シ
ョ
ッ
キ
ン
グ
な
思
い

問

公
園
駐
車
場
に

　
　
　
　  

バ
リ
ケ
ー
ド

　
北
中
城
村
に
お
い
て

は
、小
学
校
で
国
平
均

よ
り
も
国
語
が
２・８
ポ
イ
ン

ト
、算
数
で
９・５
ポ
イ
ン
ト
。

理
科
４・１
ポ
イ
ン
ト
低
く
。

中
学
校
で
は
国
語
５・３
ポ
イ

ン
ト
、数
学
で
12・３
ポ
イ
ン

ト
、理
科
で
44
ポ
イ
ン
ト
下

回
る
結
果
と
な
っ
た
。

　
し
か
し
、小
学
校
で
も
中
学

校
で
も「
国
語
や
算
数
、数
学
は

好
き
か
」と
の
質
問
に
は「
好

き
」と
答
え
た
子
ど
も
達
は
県

平
均
よ
り
も
上
回
っ
て
い
る
。

　
こ
れ
ま
で
村
と
し

て
学
力
向
上
の
事
業

は
進
め
て
き
た
が
結
果
が
で

て
い
な
い
。今
回
の
結
果
を

見
て
、ど
う
目
標
を
持
っ
て

取
り
組
ん
で
い
く
か
。

　
今
回
の
結
果
に
は

大
変
シ
ョ
ッ
キ
ン
グ

な
思
い
が
あ
る
。現
況
を

し
っ
か
り
受
け
止
め
危
機
感

を
持
っ
て
今
後
の
学
力
向
上

に
努
め
て
い
く
。

　
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
で

は
タ
ブ
レ
ッ
ト
学
習
や

デ
ジ
タ
ル
教
科
書
を
推
し
進

め
た
結
果
、学
力
が
落
ち
て

見
直
し
を
図
っ
て
い
る
。我

が
村
に
お
い
て
も
デ
ジ
タ
ル

か
ら
ア
ナ
ロ
グ
学
習
、読
み

書
き
を
中
心
と
す
る
も
の
に

進
め
る
べ
き
。

　
国
の
政
策
で
あ
る

I
C
T
教
育
を
中
心

に
バ
ラ
ン
ス
よ
く
進
め
る
の

が
大
事
と
考
え
る
。

　
我
が
村
で
は
公
園

駐
車
場
で
目
的
外
の

使
用
が
あ
っ
た
ら
※
バ
リ

ケ
ー
ド
を
し
て
い
る
が
、規

定
が
あ
る
の
か
。不
適
切
な

対
応
だ
。

　
規
定
な
ど
は
な
い

が
、管
理
者
と
し
て
状

況
に
応
じ
て
対
応
し
て
い

る
。 答答

答 問問

喜屋武 功　議員
きゃん いさお

　
村
内
の
数
カ
所
の

公
園
駐
車
場
を
約
５

日
間
朝
夕
見
て
き
た
が
目

的
外
に
使
用
し
て
い
る
車

両
が
多
数
あ
っ
た
。一
部
の

駐
車
場
だ
け
バ
リ
ケ
ー
ド

を
す
る
と
い
う
の
は
、行
政

側
が
感
情
で
物
事
を
進
め
て

い
る
よ
う
に
見
え
る
。

　
全
体
の
奉
仕
者
と
し

て
、行
き
過
ぎ
た
も
の

で
は
な
い
と
考
え
る
。

答

問

問答

・ラーメンは何味が好き
醤油

・子どもの頃、好きだった
漫画やアニメ、テレビ
番組　　　　　　　　
あばれはっちゃく

・ラッキーだった出来事
オートバイに2回轢か
れたが無傷（アンブレ
イカブル）

北中城村議会　9月定例議会　一般質問
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　各
施
設
の
感
染
対

策
は
ど
の
よ
う
に
行
っ

て
い
る
の
か
。

　国
の
感
染
対
策
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
に
基
づ
き

対
策
を
し
て
い
る
。そ
の
他

に
独
自
の
対
策
と
し
て
は
こ

ど
も
園
、認
可
保
育
園
で
は

各
施
設
の
判
断
で
対
策
を
行

なって
い
る
。小
中
学
校
は
特
に

変
わった
対
策
は
し
て
い
な
い
。

　感
染
経
路
の
ひ
と
つ

の
空
気
感
染
は
、高
性

能
空
気
清
浄
機
で
対
処
で
き

る
と
思
う
が
設
置
す
る
事
は

可
能
か
。　現

段
階
で
は
設
置
す

る
意
向
は
今
の
と
こ
ろ

な
い
。

　財
政
が
厳
し
い
と

の
こ
と
で
す
が
、免
疫

　パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ

ン
ト
を
す
る
前
に
商

工
会
と
の
意
見
交
換
会
、会

議
な
ど
の
打
ち
合
わ
せ
は
出

来
て
い
る
の
か
。

　具
体
的
な
条
例
案

の
中
身
に
つ
い
て
は
相

談
を
し
た
こ
と
が
な
い
。商

工
会
か
ら
要
望
が
あ
っ
た
の

で
条
例
案
を
制
定
し
た
と
こ

ろ
で
あ
る
。

　基
本
条
例
を
制
定

す
る
こ
と
に
よ
っ
て

地
域
一
丸
と
な
っ
た
支
援
体

制
の
強
化
が
出
来
る
と
思
う

が
、村
長
は
条
例
に
つ
い
て

ど
う
思
う
の
か
。

用
語
説
明

※
小
規
模
企
業
振
興
基
本
条
例
と
は
、地
方
自
治
体
が
地
域
経
済
の
活

性
化
に
不
可
欠
な
小
規
模
企
業
を
重
視
し
、そ
の
振
興
を
行
政
運
営

の
柱
と
し
て
明
確
に
す
る
た
め
に
制
定
す
る
条
例
。地
域
の
雇
用
を

支
え
、地
域
活
性
化
に
貢
献
す
る
小
規
模
企
業
の
役
割
を
重
視
し
、国
や

地
域
と
連
携
し
て
施
策
を
推
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

問問問

※
小
規
模
企
業
振
興

基
本
条
例
の
制
定
時

期
と
今
後
の
計
画
は

　制
定
に
よ
っ
て
商
工

会
の
活
性
化
に
つ
な
が

り
、励
み
に
な
り
、行
政
は
商

工
会
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
に
つ
な

げ
て
い
き
た
い
。

力
が
弱
く
感
染
率
が
高
い

小
さ
い
子
ど
も
、幼
稚
園
児

の
い
る
施
設
か
ら
の
設
置

は
可
能
か
。

　担
当
課
に
照
会
し

て
必
要
な
の
か
、適
切

な
の
か
、財
政
状
況
を
見
て

調
整
し
て
い
き
た
い
。

詳細は
動画から
チェック!

答

答

答答

答

問 問

■
そ
の
他
に
、ク
リ
ー
ン
セ

ン
タ
ー
整
備
に
つ
い
て
も

質
問
を
し
ま
し
た
。

子ども達の施設に空気清浄機の設置を
村長　設置する意向は今のところない

感染症対策を続けよう

屋良 朝春 議員
やら 　    ともはる

・ラーメンは何味が好き
塩

・子どもの頃、好きだった
漫画やアニメ、テレビ
番組　　　　　　　　
ドラえもん

・ラッキーだった出来事
妻に出逢えたこと

北中城村議会　9月定例議会　一般質問
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学力の向上が望まれる北中城村

用
語
説
明

※
バ
リ
ケ
ー
ド
と
は
、通
行
や
進
入
を
規
制
す
る
た
め
に
使
用
す
る
障

害
物
。

詳細は
動画から
チェック!

　
令
和
７
年
４
月
に

全
国
の
小
学
校
６
年

生
と
中
学
校
３
年
生
を
対

象
に「
全
国
学
力
・
学
習
状

況
調
査
」が
実
施
さ
れ
、小

学
校
の
国
語
は
国
平
均
よ

り
も
２・８
ポ
イ
ン
ト
、算
数

７・０
ポ
イ
ン
ト
、理
科
６・１

ポ
イ
ン
ト
低
い
結
果
と
な
っ

た
。中
学
校
で
は
国
語
５・３

ポ
イ
ン
ト
、数
学
10・３
ポ
イ

ン
ト
、理
科
で
38
ポ
イ
ン
ト
と

低
く
、沖
縄
県
は
全
て
の
教

科
で
全
国
平
均
よ
り
も
下
回

る
結
果
と
な
っ
た
。

　
こ
れ
ま
で
の
学
力
向
上
の

取
組
み
が
ど
う
い
う
結
果
に

結
び
つ
い
て
い
る
か
伺
う
。

北
中
城
村
の
学
力
は

　国
、県
平
均
よ
り
も
厳
し
い
結
果

■
そ
の
他
に
、北
中
城
村
観

光
協
会
の
存
在
意
義
、村
内

企
業
優
先
発
注
の
見
え
る

化
、公
園
駐
車
場
に
関
わ
る

行
き
過
ぎ
た
対
応
、村
道
荻

道
登
又
線
整
備
事
業
の
進
捗

状
況
と
災
害
対
策
、中
北
消

防
に
お
け
る
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
調
査
の
結
果
に
つ
い
て

も
質
問
を
し
ま
し
た
。

村
長
　
大
変
シ
ョ
ッ
キ
ン
グ
な
思
い

問

公
園
駐
車
場
に

　
　
　
　  

バ
リ
ケ
ー
ド

　
北
中
城
村
に
お
い
て

は
、小
学
校
で
国
平
均

よ
り
も
国
語
が
２・８
ポ
イ
ン

ト
、算
数
で
９・５
ポ
イ
ン
ト
。

理
科
４・１
ポ
イ
ン
ト
低
く
。

中
学
校
で
は
国
語
５・３
ポ
イ

ン
ト
、数
学
で
12・３
ポ
イ
ン

ト
、理
科
で
44
ポ
イ
ン
ト
下

回
る
結
果
と
な
っ
た
。

　
し
か
し
、小
学
校
で
も
中
学

校
で
も「
国
語
や
算
数
、数
学
は

好
き
か
」と
の
質
問
に
は「
好

き
」と
答
え
た
子
ど
も
達
は
県

平
均
よ
り
も
上
回
っ
て
い
る
。

　
こ
れ
ま
で
村
と
し

て
学
力
向
上
の
事
業

は
進
め
て
き
た
が
結
果
が
で

て
い
な
い
。今
回
の
結
果
を

見
て
、ど
う
目
標
を
持
っ
て

取
り
組
ん
で
い
く
か
。

　
今
回
の
結
果
に
は

大
変
シ
ョ
ッ
キ
ン
グ

な
思
い
が
あ
る
。現
況
を

し
っ
か
り
受
け
止
め
危
機
感

を
持
っ
て
今
後
の
学
力
向
上

に
努
め
て
い
く
。

　
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
で

は
タ
ブ
レ
ッ
ト
学
習
や

デ
ジ
タ
ル
教
科
書
を
推
し
進

め
た
結
果
、学
力
が
落
ち
て

見
直
し
を
図
っ
て
い
る
。我

が
村
に
お
い
て
も
デ
ジ
タ
ル

か
ら
ア
ナ
ロ
グ
学
習
、読
み

書
き
を
中
心
と
す
る
も
の
に

進
め
る
べ
き
。

　
国
の
政
策
で
あ
る

I
C
T
教
育
を
中
心

に
バ
ラ
ン
ス
よ
く
進
め
る
の

が
大
事
と
考
え
る
。

　
我
が
村
で
は
公
園

駐
車
場
で
目
的
外
の

使
用
が
あ
っ
た
ら
※
バ
リ

ケ
ー
ド
を
し
て
い
る
が
、規

定
が
あ
る
の
か
。不
適
切
な

対
応
だ
。

　
規
定
な
ど
は
な
い

が
、管
理
者
と
し
て
状

況
に
応
じ
て
対
応
し
て
い

る
。 答答

答 問問

喜屋武 功　議員
きゃん いさお

　
村
内
の
数
カ
所
の

公
園
駐
車
場
を
約
５

日
間
朝
夕
見
て
き
た
が
目

的
外
に
使
用
し
て
い
る
車

両
が
多
数
あ
っ
た
。一
部
の

駐
車
場
だ
け
バ
リ
ケ
ー
ド

を
す
る
と
い
う
の
は
、行
政

側
が
感
情
で
物
事
を
進
め
て

い
る
よ
う
に
見
え
る
。

　
全
体
の
奉
仕
者
と
し

て
、行
き
過
ぎ
た
も
の

で
は
な
い
と
考
え
る
。

答

問

問答

・ラーメンは何味が好き
醤油

・子どもの頃、好きだった
漫画やアニメ、テレビ
番組　　　　　　　　
あばれはっちゃく

・ラッキーだった出来事
オートバイに2回轢か
れたが無傷（アンブレ
イカブル）

北中城村議会　9月定例議会　一般質問
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　各
施
設
の
感
染
対

策
は
ど
の
よ
う
に
行
っ

て
い
る
の
か
。

　国
の
感
染
対
策
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
に
基
づ
き

対
策
を
し
て
い
る
。そ
の
他

に
独
自
の
対
策
と
し
て
は
こ

ど
も
園
、認
可
保
育
園
で
は

各
施
設
の
判
断
で
対
策
を
行

なって
い
る
。小
中
学
校
は
特
に

変
わった
対
策
は
し
て
い
な
い
。

　感
染
経
路
の
ひ
と
つ

の
空
気
感
染
は
、高
性

能
空
気
清
浄
機
で
対
処
で
き

る
と
思
う
が
設
置
す
る
事
は

可
能
か
。　現

段
階
で
は
設
置
す

る
意
向
は
今
の
と
こ
ろ

な
い
。

　財
政
が
厳
し
い
と

の
こ
と
で
す
が
、免
疫

　パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ

ン
ト
を
す
る
前
に
商

工
会
と
の
意
見
交
換
会
、会

議
な
ど
の
打
ち
合
わ
せ
は
出

来
て
い
る
の
か
。

　具
体
的
な
条
例
案

の
中
身
に
つ
い
て
は
相

談
を
し
た
こ
と
が
な
い
。商

工
会
か
ら
要
望
が
あ
っ
た
の

で
条
例
案
を
制
定
し
た
と
こ

ろ
で
あ
る
。

　基
本
条
例
を
制
定

す
る
こ
と
に
よ
っ
て

地
域
一
丸
と
な
っ
た
支
援
体

制
の
強
化
が
出
来
る
と
思
う

が
、村
長
は
条
例
に
つ
い
て

ど
う
思
う
の
か
。

用
語
説
明

※
小
規
模
企
業
振
興
基
本
条
例
と
は
、地
方
自
治
体
が
地
域
経
済
の
活

性
化
に
不
可
欠
な
小
規
模
企
業
を
重
視
し
、そ
の
振
興
を
行
政
運
営

の
柱
と
し
て
明
確
に
す
る
た
め
に
制
定
す
る
条
例
。地
域
の
雇
用
を

支
え
、地
域
活
性
化
に
貢
献
す
る
小
規
模
企
業
の
役
割
を
重
視
し
、国
や

地
域
と
連
携
し
て
施
策
を
推
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

問問問

※
小
規
模
企
業
振
興

基
本
条
例
の
制
定
時

期
と
今
後
の
計
画
は

　制
定
に
よ
っ
て
商
工

会
の
活
性
化
に
つ
な
が

り
、励
み
に
な
り
、行
政
は
商

工
会
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
に
つ
な

げ
て
い
き
た
い
。

力
が
弱
く
感
染
率
が
高
い

小
さ
い
子
ど
も
、幼
稚
園
児

の
い
る
施
設
か
ら
の
設
置

は
可
能
か
。

　担
当
課
に
照
会
し

て
必
要
な
の
か
、適
切

な
の
か
、財
政
状
況
を
見
て

調
整
し
て
い
き
た
い
。

詳細は
動画から
チェック!

答

答

答答

答

問 問

■
そ
の
他
に
、ク
リ
ー
ン
セ

ン
タ
ー
整
備
に
つ
い
て
も

質
問
を
し
ま
し
た
。

子ども達の施設に空気清浄機の設置を
村長　設置する意向は今のところない

感染症対策を続けよう

屋良 朝春 議員
やら 　    ともはる

・ラーメンは何味が好き
塩

・子どもの頃、好きだった
漫画やアニメ、テレビ
番組　　　　　　　　
ドラえもん

・ラッキーだった出来事
妻に出逢えたこと

北中城村議会　9月定例議会　一般質問
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異常な早期退職者数の中北消防

用
語
説
明

※
ハ
イ
ン
リ
ッ
ヒ
の
法
則
と
は
、１
件
の
重
大
事
故
の
背
景
に
は
29
件

の
軽
微
な
事
故
と
３
０
０
件
の
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト（
事
故
に
は
至
ら
な
い

が
危
険
な
状
況
）が
存
在
す
る
と
い
う
労
働
災
害
に
関
す
る
経
験
則
で

す
。こ
の
法
則
は「
１：２
９：３
０
０
の
法
則
」と
も
呼
ば
れ
て
い
る
。

詳細は
動画から
チェック!

　
近
年
の
中
北
消
防
職

員
の
早
期
退
職
者
の
数

は
異
常
で
あ
る
。直
近
過
去
に

は
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
事
案
が

あ
っ
た
と
聞
く
が
、そ
の
後
の

対
応
は
。　

パ
ワ
ハ
ラ
の
訴
え
が

２
件
あ
っ
た
。う
ち
１

件
に
つ
い
て
は
厳
重
注
意
の

処
分
を
行
な
っ
て
お
り
、そ
の

後
の
対
応
と
し
て
現
状
把
握

を
目
的
に
全
職
員
を
対
象
に

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し

て
い
る
。　

北
中
城
村
役
場
の

職
員
数
が
３
２
７
名

で
、令
和
６
年
度
の
退
職
者

が
定
年
退
職
１
名
と
早
期
退

人
事
に
つ
い
て
し
っ
か
り
チ
ェッ
ク
を

村
長
　
両
管
理
者
の
責
任
が
伴
う
と
思
う

問問 答

職
が
３
名
と
の
回
答
で
あ
っ

た
。そ
れ
に
対
し
て
中
北
消

防
の
職
員
数
が
60
名
に
満
た

な
い
職
員
数
で
定
年
退
職

が
２
名
と
早
期
退
職
が
４

名
、合
計
６
名
が
退
職
す

る
。５
倍
以
上
の
職
員
数
と

比
較
し
て
退
職
者
の
数
が

こ
ん
な
に
も
多
い
の
は
大

変
な
こ
と
で
は
な
い
の
か
。

　
職
員
の
規
模
か
ら

し
て
異
常
な
退
職
者

の
数
で
は
な
い
か
と
気
付
き

ま
し
た
の
で
、管
理
者
と
相

談
し
て
現
況
を
把
握
し
た
い

た
め
現
在
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

を
行
な
っ
て
い
る
。

　
今
、中
北
消
防
で
は

早
期
退
職
し
た
部
署
の

穴
埋
め
と
し
て
24
時
間
勤
務

の
部
署
か
ら
１
名
を
引
き
抜

い
て
対
応
し
よ
う
と
し
て
い

る
。そ
う
す
る
こ
と
で
更
に

脆
弱
な
24
時
間
即
応
体
制
に

な
っ
て
い
く
と
思
わ
れ
る
。

近
年
、早
期
退
職
の
波
が
ど

ん
ど
ん
大
き
な
波
に
な
っ
て

き
て
い
る
現
状
の
中
、職
場

内
で
ど
う
い
っ
た
人
事
異
動

が
行
わ
れ
て
い
る
の
か
し
っ

か
り
チ
ェ
ッ
ク
を
す
べ
き
だ

と
思
う
が
。

　
こ
う
い
っ
た
状
況

に
陥
っ
て
い
る
の
は

両
管
理
者
の
責
任
も
伴
う
と

思
う
。　

24
時
間
勤
務
の
と

こ
ろ
か
ら
人
員
を
引

き
抜
く
の
は
如
何
な
も
の

か
と
訴
え
て
い
る
の
は
、大

阪
市
中
央
区
６
階
建
て
ビ

ル
火
災
に
て
大
阪
市
消
防

局
の
職
員
２
名
が
殉
職
し
ま

し
た
。経
験
値
の
浅
い
、職
歴

の
浅
い
職
員
が
過
酷
な
現

場
に
遭
遇
し
た
際
に
誤
っ

問

た
判
断
を
し
な
い
か
危
惧

し
て
お
り
、今
す
ぐ
に
で

も
本
村
で
起
こ
る
の
で
は

な
い
か
と
危
惧
し
て
い

る
。※
ハ
イ
ン
リ
ッ
ヒ
の
法

則
に
あ
る
よ
う
に
中
北
消

防
で
は
小
さ
な
事
故
が
す

で
に
起
き
て
い
る
。早
急

に
消
防
の
方
に
目
を
か
け

て
も
ら
い
た
い
。

　
事
故
は
ど
こ
で
も

付
き
ま
と
う
と
思
う
。

万
全
を
期
す
こ
と
が
事
故
防

止
に
繋
が
る
と
思
う
。

答

答

答問

比嘉 正志 議員
ひが 　    まさし

■
そ
の
他
に
、「
村
内
公
立
小

中
学
校
周
辺
の
環
境
美
化
に

つ
い
て
」と「
立
村
80
周
年
を

夏
季
巡
回
ラ
ジ
オ
体
操
で
盛

り
上
げ
よ
う
」に
つ
い
て
も

質
問
を
し
ま
し
た
。

・ラーメンは何味が好き
塩

・子どもの頃、好きだった
漫画やアニメ、テレビ
番組　　　　　　　　
フランダースの犬

・ラッキーだった出来事
人との出逢い

〈16〉
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用
語
説
明

※
広
域
火
葬
場
と
は
、沖
縄
市
、北
中
城
村
、宜
野
湾
市
、北
谷
町
で
、広

域
的
に
火
葬
場
を
建
設
す
る
計
画
で
、予
定
地
は
沖
縄
市
池
原
地
区
。

2
0
2
4
年
7
月
に
4
自
治
体
で「
広
域
整
備
」に
関
す
る
覚
書
が
締

結
さ
れ
ま
し
た
。

　
※
広
域
火
葬
場
の
土

地
購
入
は
必
要
な
分

確
保
で
き
た
か
。

　
４
自
治
体
が
納
得
い
く
計

画
か
。　

年
度
内
に
用
地
取

得（
用
地
交
渉
か
ら
契

約
ま
で
）完
了
予
定
で
あ
る
。

　
整
備
運
営
に
関
す
る
事
項

は
４
市
町
村
で
構
成
す
る
連

絡
会
議
で
決
定
す
る
。具
体

的
な
運
営
方
法
も
そ
こ
で
決

定
す
る
。

　
現
在
、そ
の
場
所
の

近
く
に
民
間
の
火
葬
場

も
あ
る
が
問
題
は
な
い
か
。

　
民
間
の
火
葬
場
へ

の
対
応
に
つ
い
て
は

ア
ン
ケ
ー
ト
等
に
よ
り
現
状

を
把
握
し
、検
討
す
る
予
定
。

会
長
と
比
嘉
太
郎
さ
ん
の
親

戚
の
方
と
も
交
流
が
で
き
た
。

　
北
中
城
村
は「
平

和
で
活
力
あ
る
田
園

文
化
村
」と
親
し
ま
れ
て

い
る
が「
比
嘉
太
郎
村
民

劇
」は
戦
争
を
否
定
し
平

和
に
対
す
る
意
識
を
一
層

深
め
る
機
会
に
な
る
と
思

う
が
村
長
は
い
か
が
か
。

　「
比
嘉
太
郎
村
民

劇
」を
通
し
て
改
め
て

平
和
の
尊
さ
、命
の
大
切
さ

を
認
識
す
る
機
会
に
な
れ
ば

と
思
う
。

問問

　
ア
ー
サ
の
事
業
も

成
功
し
て
い
る
と
み

て
い
る
が
、牡
蠣
養
殖
事

業
も
そ
れ
を
ヒ
ン
ト
に
進

め
る
と
良
い
と
思
う
が
。

　
北
中
城
村
に
お
け

る
ア
ー
サ
養
殖
事
業

は
地
域
資
源
を
活
用
し
た
新

規
漁
業
の
モ
デ
ル
と
し
て
一

定
の
成
果
を
得
て
い
る
。こ

の
実
績
や
経
験
を
参
考
に
し

つ
つ
、牡
蠣
養
殖
事
業
も
地

域
の
気
候
、海
域
条
件
や
漁

業
者
の
負
担
軽
減
を
踏
ま
え

な
が
ら
慎
重
に
実
証
実
験
を

進
め
て
い
く
。

　
以
前
、島
袋
出
身

の
比
嘉
武
二
郎
さ
ん

に
ハ
ワ
イ
で
直
接
お
会
い

し
た
。武
二
郎
さ
ん
が
心

配
し
て
い
た
の
は
、北
中

城
村
出
身
の
ハ
ワ
イ
現
地

の
皆
さ
ん
が
、北
中
城
村

に
対
す
る
意
識
や
想
い
が

希
薄
に
な
り
つ
つ
あ
る
と

言
っ
て
い
た
。今
回
村
長

は
ハ
ワ
イ
を
訪
問
さ
れ
た

が
そ
の
成
果
は
。

　
今
回
の
劇
を
契
機
に

ハ
ワ
イ
移
民
１
２
５
周

年
記
念
式
典
に
参
加
し
、そ
の

際
ハ
ワ
イ
北
中
城
村
人
会
の

詳細は
動画から
チェック!

答

答答

答

答 問

問

問 「
比
嘉
太
郎
村
民
劇
」の

計
画
は
着
実
に

牡
蠣
養
殖
事
業
の

意
図
は

4自治体の火葬場建設予定地

比嘉 義弘　議員
ひが よしひろ

４自治体の火葬場建設の進捗は
村長　年度内に用地取得完了予定

・ラーメンは何味が好き
こってりスープ

・子どもの頃、好きだった
漫画やアニメ、テレビ
番組　　　　　　　　
赤胴鈴之助

・ラッキーだった出来事
一流企業の近畿日本
ツーリスト勤務（海外
支店、銀座）、大学合格

北中城村議会　9月定例議会　一般質問
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用
語
説
明

※
広
域
火
葬
場
と
は
、沖
縄
市
、北
中
城
村
、宜
野
湾
市
、北
谷
町
で
、広

域
的
に
火
葬
場
を
建
設
す
る
計
画
で
、予
定
地
は
沖
縄
市
池
原
地
区
。

2
0
2
4
年
7
月
に
4
自
治
体
で「
広
域
整
備
」に
関
す
る
覚
書
が
締

結
さ
れ
ま
し
た
。

　
※
広
域
火
葬
場
の
土

地
購
入
は
必
要
な
分

確
保
で
き
た
か
。

　
４
自
治
体
が
納
得
い
く
計

画
か
。　

年
度
内
に
用
地
取

得（
用
地
交
渉
か
ら
契

約
ま
で
）完
了
予
定
で
あ
る
。

　
整
備
運
営
に
関
す
る
事
項

は
４
市
町
村
で
構
成
す
る
連

絡
会
議
で
決
定
す
る
。具
体

的
な
運
営
方
法
も
そ
こ
で
決

定
す
る
。

　
現
在
、そ
の
場
所
の

近
く
に
民
間
の
火
葬
場

も
あ
る
が
問
題
は
な
い
か
。

　
民
間
の
火
葬
場
へ

の
対
応
に
つ
い
て
は

ア
ン
ケ
ー
ト
等
に
よ
り
現
状

を
把
握
し
、検
討
す
る
予
定
。

会
長
と
比
嘉
太
郎
さ
ん
の
親

戚
の
方
と
も
交
流
が
で
き
た
。

　
北
中
城
村
は「
平

和
で
活
力
あ
る
田
園

文
化
村
」と
親
し
ま
れ
て

い
る
が「
比
嘉
太
郎
村
民

劇
」は
戦
争
を
否
定
し
平

和
に
対
す
る
意
識
を
一
層

深
め
る
機
会
に
な
る
と
思

う
が
村
長
は
い
か
が
か
。

　「
比
嘉
太
郎
村
民

劇
」を
通
し
て
改
め
て

平
和
の
尊
さ
、命
の
大
切
さ

を
認
識
す
る
機
会
に
な
れ
ば

と
思
う
。

問問

　
ア
ー
サ
の
事
業
も

成
功
し
て
い
る
と
み

て
い
る
が
、牡
蠣
養
殖
事

業
も
そ
れ
を
ヒ
ン
ト
に
進

め
る
と
良
い
と
思
う
が
。

　
北
中
城
村
に
お
け

る
ア
ー
サ
養
殖
事
業

は
地
域
資
源
を
活
用
し
た
新

規
漁
業
の
モ
デ
ル
と
し
て
一

定
の
成
果
を
得
て
い
る
。こ

の
実
績
や
経
験
を
参
考
に
し

つ
つ
、牡
蠣
養
殖
事
業
も
地

域
の
気
候
、海
域
条
件
や
漁

業
者
の
負
担
軽
減
を
踏
ま
え

な
が
ら
慎
重
に
実
証
実
験
を

進
め
て
い
く
。

　
以
前
、島
袋
出
身

の
比
嘉
武
二
郎
さ
ん

に
ハ
ワ
イ
で
直
接
お
会
い

し
た
。武
二
郎
さ
ん
が
心

配
し
て
い
た
の
は
、北
中

城
村
出
身
の
ハ
ワ
イ
現
地

の
皆
さ
ん
が
、北
中
城
村

に
対
す
る
意
識
や
想
い
が

希
薄
に
な
り
つ
つ
あ
る
と

言
っ
て
い
た
。今
回
村
長

は
ハ
ワ
イ
を
訪
問
さ
れ
た

が
そ
の
成
果
は
。

　
今
回
の
劇
を
契
機
に

ハ
ワ
イ
移
民
１
２
５
周

年
記
念
式
典
に
参
加
し
、そ
の

際
ハ
ワ
イ
北
中
城
村
人
会
の

詳細は
動画から
チェック!

答

答答

答

答 問

問

問 「
比
嘉
太
郎
村
民
劇
」の

計
画
は
着
実
に

牡
蠣
養
殖
事
業
の

意
図
は

4自治体の火葬場建設予定地

比嘉 義弘　議員
ひが よしひろ

４自治体の火葬場建設の進捗は
村長　年度内に用地取得完了予定

・ラーメンは何味が好き
こってりスープ

・子どもの頃、好きだった
漫画やアニメ、テレビ
番組　　　　　　　　
赤胴鈴之助

・ラッキーだった出来事
一流企業の近畿日本
ツーリスト勤務（海外
支店、銀座）、大学合格
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過去８年間の当初予算の推移 過去８年間の当初予算の推移

詳細は
動画から
チェック!

　行
政
サ
ー
ビ
ス
の

財
源
は
、住
民
や
法
人

が
納
め
る
地
方
税
と
国
か

ら
交
付
さ
れ
る
地
方
交
付

税
や
国
庫
支
出
金
等
で
構

成
さ
れ
る
。自
治
体
は
財
政

運
営
上
、住
民
の
理
解
と
協

力
を
得
て
、住
民
の
皆
さ
ん

が
納
得
す
る
よ
う
に
税
金

を
有
効
活
用
す
る
必
要
が

あ
る
。自
治
体
が
予
算
編
成

を
す
る
目
的
は
、住
民
か
ら

徴
収
し
た
税
金
を
住
民
の

た
め
に
適
切
に
運
用
・
管
理

す
る
こ
と
と
言
え
る
が
、本

村
の
財
政
に
つ
い
て
は
、今

年
度
当
初
か
ら
予
算
が
厳

し
い
と
村
長
自
ら
発
言

早
急
に
財
政
計
画
の

　改
善
、見
え
る
化
を
す
べ
き

村
長
　中
長
期
的
な
視
点
に
立
っ
た
財
政
運
営
を
実
施
し
て
い
く

問

し
、各
課
の
事
業
も
削
減
が

み
ら
れ
る
。※
財
政
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
に
つ
い
て
伺
う
。

　今
年
度
当
初
予
算

は
、物
価
高
騰
や
人
件

費
高
騰
で
厳
し
い
も
の
が

あ
っ
た
。　予

算
配
分
の
優
先

順
位
の
決
め
方
は
。

　今
年
度
当
初
予
算
は

総
合
計
画
や
総
合
戦
略

に
寄
っ
た
事
業
、一
括
交
付
金

や
健
康
長
寿
の
対
策
事
業
、子

育
て
環
境
の
充
実
に
と
各
課

に
通
知
。そ
れ
を
受
け
て
各
課

が
予
算
要
求
し
、副
村
長
を
含

め
た
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
い
、最

終
的
に
村
長
査
定
で
決
定
し

て
い
る
。　地

域
特
産
品
や
観
光

資
源
を
活
用
し
た
収
入

増
の
考
え
は
。商
工
会
、村
内

食
堂
、企
業
や
農
家
と
連
携

し
て
ア
ン
ケ
ー
ト
を
取
り
な

が
ら
商
品
開
発
を
行
う
の
は

い
か
が
か
。

　ふ
る
さ
と
納
税
を

活
用
し
て
特
産
品
及

び
体
験
コ
ン
テ
ン
ツ
を
販
売

し
て
い
る
。納
税
の
ア
ッ
プ

に
つ
な
が
る
よ
う
に
提
案
も

受
け
な
が
ら
北
中
城
村
を
ア

ピ
ー
ル
で
き
る
よ
う
な
ふ
る

さ
と
納
税
の
商
品
づ
く
り
に

取
り
組
み
た
い
。

　公
共
施
設
の
施

設
・
運
営
・
維
持
管
理

の
経
費
把
握
は
。有
効
活
用

や
駐
車
場
の
一
時
有
料
化

に
よ
る
収
入
は
。

　公
共
施
設
に
つ
い

て
は
、効
率
的
な
維
持

管
理
、施
設
の
長
寿
命
化
に

答答

答答

問問

問

取
り
組
ん
で
い
る
が
施
設
ご

と
の
経
費
は
集
計
し
て
い
な

い
。公
園
駐
車
場
を
広
く
一

般
に
利
用
で
き
な
い
か
考
え

て
い
る
。場
所
に
よ
る
採
算

性
や
本
来
の
利
用
目
的
も
考

慮
し
な
が
ら
検
討
し
た
い
。

　財
政
基
金
も
減

り
、今
後
債
務
負
担

行
為
で
約
20
億
円
歳
出
予

定
。財
政
破
綻
し
な
い
よ
う

に
早
急
に
計
画
、改
善
、見

え
る
化
を
す
べ
き
。村
長
の

ビ
ジ
ョ
ン
や
目
標
は
。

　将
来
の
負
担
等
は
財

政
計
画
に
反
映
さ
れ
て

い
る
。そ
れ
に
対
応
で
き
る
よ

う
な
財
政
基
盤
、予
算
編
成
を

進
め
て
、中
長
期
的
な
視
点
に

立
っ
た
財
政
運
営
を
実
施
し

て
ま
い
り
た
い
。

答 問

川上 龍太　議員
かわかみ  りょうた

用
語
説
明

※
財
政
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
は
、行
政
機
関
が
、限
ら
れ
た
財
源
を
効
果
的

か
つ
効
率
的
に
管
理・運
用
し
、地
域
の
住
民
や
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た
め
に
、

財
政
資
源
を
計
画・配
分・管
理
す
る
こ
と
。具
体
的
に
は
、収
入
や
支
出
の

予
算
編
成
、資
金
運
用
の
最
適
化
、財
政
状
況
の
把
握
と
分
析
、そ
し
て
将
来

的
な
財
政
計
画
の
策
定
な
ど
を
含
み
ま
す
。こ
れ
に
よ
り
、持
続
可
能
な
地

域
経
営
や
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
支
え
る
こ
と
が
目
的
で
す
。

・ラーメンは何味が好き
豚骨

・子どもの頃、好きだった
漫画やアニメ、テレビ
番組　　　　　　　　
キャプテン翼、ドラゴ
ンボール

・ラッキーだった出来事
ビンゴ大会で1等が当
たった事
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沖
縄
県
は
、今
年
戦

争
終
結
か
ら
８０
周
年

を
迎
え
る
。県
内
で
は
二

度
と
沖
縄
を
戦
場
に
し
な

い
、さ
せ
な
い
の
取
組
が

行
わ
れ
て
い
る
。

　
私
達
は
脅
威
と
な
る
核
戦

争
を
食
い
止
め
る
た
め
に

ど
う
行
動
を
す
れ
ば
い
い

の
か
、北
中
城
村
で
は
、１
９

８
２
年
５
月
３
日
地
球
上
か

ら
の
核
廃
絶
を
求
め
、北
中

城
村
※
非
核
宣
言
を
行
っ
た
。

　
ま
た
、北
中
城
村
平
和
を

守
る
村
民
の
会
が
１
９
８
３

年
５
月
３
日
に
施
行
さ
れ
、平

和
活
動
が
行
わ
れ
て
き
た
。昨

今
の
世
界
情
勢
は
、平
和
構

築
に
遠
い
緊
迫
し
た
政
治
状

況
が
続
い
て
い
る
。

　
戦
争
を
し
な
い
、さ
せ
な

い
た
め
に
も
沖
縄
戦
・
世
界

の
紛
争
を
通
し
て
考
え
な
く

て
は
な
ら
な
い
。そ
の
た
め

に
は
村
民
が
結
束
し
、村
民

　
今
や
情
報
化
社
会

で
新
聞
は
、社
会
の
情

報
を
的
確
に
正
確
に
伝
え
る

道
具
で
あ
る
。村
中
央
公
民

館
は
、学
習
の
場
、交
流
の
場

で
あ
り
社
会
教
育
の
施
設
で

あ
る
。学
習
等
供
用
施
設
に

ふ
さ
わ
し
く
せ
め
て
県
内
の

新
聞
を
置
い
て
ほ
し
い
が
、見

解
を
伺
う
。

　
中
央
公
民
館
は
、学

習
の
場
で
あ
る
と
同
時

に
地
域
の
交
流
を
深
め
、社

会
教
育
の
核
と
な
る
施
設
で

あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。県

内
紙
を
中
央
公
民
館
に
設
置

す
る
こ
と
は
、地
域
の
ニ
ー

ズ
に
応
え
る
と
と
も
に
教
養

の
幅
を
広
げ
る
と
い
う
点
で

重
要
性
が
あ
る
。し
か
し
、現

在
中
央
公
民
館
の
図
書
室
を

用
語
説
明

※
非
核
宣
言
と
は
、自
治
体
が
核
兵
器
の
廃
絶
を
訴
え
、核
兵
器
を
持
た

な
い
こ
と
を
宣
言
す
る
も
の
で
す
。1
9
8
0
年
に
イ
ギ
リ
ス
か
ら
始

ま
り
、そ
の
後
世
界
に
広
が
っ
た
。本
村
は
1
9
8
2
年
5
月
3
日
に
県

内
で
3
番
目
に
行
い
ま
し
た
。

問

廃
止
し
、情
報
提
供
は
あ
や

か
り
の
杜
が
担
う
運
営
を

行
っ
て
お
り
、同
館
と
の
連
携

を
前
提
に
地
域
情
報
の
提
供

体
制
を
組
む
こ
と
が
組
織
と

し
て
適
切
で
あ
る
。

　
中
央
公
民
館
に
来

る
方
は
殆
ど
村
民
で

あ
る
。何
名
来
て
い
る
の
か
。

　
利
用
申
請
が
あ
っ

た
人
数
は
、令
和
５
年

度
約
５
万
人
、６
年
度
４
万

５
，０
０
０
人
、７
年
度
８
月

現
在
２
万
６
，０
０
０
人
。

平
和
の
日
を
定
め
、よ
り
強

い
メ
ッ
セ
ー
ジ
性
を
以
て
行

動
す
る
必
要
が
あ
る
。世
界

は
核
戦
争
へ
と
向
か
い
つ
つ

あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、５
月

３
日
の
憲
法
の
理
念
を
再
度

確
認
し
、５
月
３
日
を「
北
中

城
村
平
和
の
日
」と
定
め
て

は
ど
う
か
。

　
現
在
、北
中
城
村
平

和
の
日
制
定
に
向
け

要
綱
の
整
備
、委
員
の
選
定

等
を
実
施
し
て
い
る
。議
員

提
案
の
５
月
３
日
に
つ
い
て

も
検
討
委
員
会
に
お
い
て

候
補
日
と
し
て
挙
げ
て
い

き
た
い
。

詳細は
動画から
チェック!

答

答

答

問

問

「村民平和の日」の制定を
村長　要綱の整備、委員の選定等を実施している

中
央
公
民
館
に

新
聞
の
設
置
を

1日も早い村民平和の日の制定を

喜屋武 すま子　議員
きゃん すまこ

・ラーメンは何味が好き
塩

・子どもの頃、好きだった
漫画やアニメ、テレビ
番組　　　　　　　　
サザエさん

・ラッキーだった出来事
定年まで働き続けられ
たこと

北中城村議会　9月定例議会　一般質問
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沖
縄
県
は
、今
年
戦

争
終
結
か
ら
８０
周
年

を
迎
え
る
。県
内
で
は
二

度
と
沖
縄
を
戦
場
に
し
な

い
、さ
せ
な
い
の
取
組
が

行
わ
れ
て
い
る
。

　
私
達
は
脅
威
と
な
る
核
戦

争
を
食
い
止
め
る
た
め
に

ど
う
行
動
を
す
れ
ば
い
い

の
か
、北
中
城
村
で
は
、１
９

８
２
年
５
月
３
日
地
球
上
か

ら
の
核
廃
絶
を
求
め
、北
中

城
村
※
非
核
宣
言
を
行
っ
た
。

　
ま
た
、北
中
城
村
平
和
を

守
る
村
民
の
会
が
１
９
８
３

年
５
月
３
日
に
施
行
さ
れ
、平

和
活
動
が
行
わ
れ
て
き
た
。昨

今
の
世
界
情
勢
は
、平
和
構

築
に
遠
い
緊
迫
し
た
政
治
状

況
が
続
い
て
い
る
。

　
戦
争
を
し
な
い
、さ
せ
な

い
た
め
に
も
沖
縄
戦
・
世
界

の
紛
争
を
通
し
て
考
え
な
く

て
は
な
ら
な
い
。そ
の
た
め

に
は
村
民
が
結
束
し
、村
民

　
今
や
情
報
化
社
会

で
新
聞
は
、社
会
の
情

報
を
的
確
に
正
確
に
伝
え
る

道
具
で
あ
る
。村
中
央
公
民

館
は
、学
習
の
場
、交
流
の
場

で
あ
り
社
会
教
育
の
施
設
で

あ
る
。学
習
等
供
用
施
設
に

ふ
さ
わ
し
く
せ
め
て
県
内
の

新
聞
を
置
い
て
ほ
し
い
が
、見

解
を
伺
う
。

　
中
央
公
民
館
は
、学

習
の
場
で
あ
る
と
同
時

に
地
域
の
交
流
を
深
め
、社

会
教
育
の
核
と
な
る
施
設
で

あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。県

内
紙
を
中
央
公
民
館
に
設
置

す
る
こ
と
は
、地
域
の
ニ
ー

ズ
に
応
え
る
と
と
も
に
教
養

の
幅
を
広
げ
る
と
い
う
点
で

重
要
性
が
あ
る
。し
か
し
、現

在
中
央
公
民
館
の
図
書
室
を

用
語
説
明

※
非
核
宣
言
と
は
、自
治
体
が
核
兵
器
の
廃
絶
を
訴
え
、核
兵
器
を
持
た

な
い
こ
と
を
宣
言
す
る
も
の
で
す
。1
9
8
0
年
に
イ
ギ
リ
ス
か
ら
始

ま
り
、そ
の
後
世
界
に
広
が
っ
た
。本
村
は
1
9
8
2
年
5
月
3
日
に
県

内
で
3
番
目
に
行
い
ま
し
た
。

問

廃
止
し
、情
報
提
供
は
あ
や

か
り
の
杜
が
担
う
運
営
を

行
っ
て
お
り
、同
館
と
の
連
携

を
前
提
に
地
域
情
報
の
提
供

体
制
を
組
む
こ
と
が
組
織
と

し
て
適
切
で
あ
る
。

　
中
央
公
民
館
に
来

る
方
は
殆
ど
村
民
で

あ
る
。何
名
来
て
い
る
の
か
。

　
利
用
申
請
が
あ
っ

た
人
数
は
、令
和
５
年

度
約
５
万
人
、６
年
度
４
万

５
，０
０
０
人
、７
年
度
８
月

現
在
２
万
６
，０
０
０
人
。

平
和
の
日
を
定
め
、よ
り
強

い
メ
ッ
セ
ー
ジ
性
を
以
て
行

動
す
る
必
要
が
あ
る
。世
界

は
核
戦
争
へ
と
向
か
い
つ
つ

あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、５
月

３
日
の
憲
法
の
理
念
を
再
度

確
認
し
、５
月
３
日
を「
北
中

城
村
平
和
の
日
」と
定
め
て

は
ど
う
か
。

　
現
在
、北
中
城
村
平

和
の
日
制
定
に
向
け

要
綱
の
整
備
、委
員
の
選
定

等
を
実
施
し
て
い
る
。議
員

提
案
の
５
月
３
日
に
つ
い
て

も
検
討
委
員
会
に
お
い
て

候
補
日
と
し
て
挙
げ
て
い

き
た
い
。

詳細は
動画から
チェック!

答

答

答

問

問

「村民平和の日」の制定を
村長　要綱の整備、委員の選定等を実施している

中
央
公
民
館
に

新
聞
の
設
置
を

1日も早い村民平和の日の制定を

喜屋武 すま子　議員
きゃん すまこ

・ラーメンは何味が好き
塩

・子どもの頃、好きだった
漫画やアニメ、テレビ
番組　　　　　　　　
サザエさん

・ラッキーだった出来事
定年まで働き続けられ
たこと
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議
会
広
報
調
査
特
別
委
員
会

副
委
員
長

比
嘉 

悟

　沖
縄
の
長
い
夏
が
終
わ

り
、短
い
秋
の
気
配
を
感
じ

ら
れ
る
頃
に
な
り
ま
し
た

が
、今
年
の
夏
の
思
い
出

は
、や
は
り
沖
縄
尚
学
高

校
、夏
の
甲
子
園
初
優
勝
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
！

　高
校
球
児
が
一
生
懸
命

プ
レ
ー
し
て
い
る
姿
は
、

い
つ
見
て
も
感
動
さ
せ
ら

れ
ま
す
。

　そ
の
中
で
も
、後
輩
た

ち
の
活
躍
に「
た
く
さ
ん

の
勇
気
と
感
動
を
も
ら
い

ま
し
た
。」と
話
し
て
い
た

プ
ロ
野
球
読
売
ジ
ャ
イ
ア

ン
ツ
の
砂
川
リ
チ
ャ
ー
ド

選
手（
沖
縄
尚
学
出
身
）

は
、実
は
北
中
城
村
出
身

な
ん
で
す
よ
！
知
っ
て
い
ま
し
た

か
？
北
中
城
小
学
校・北
中
城
中
学
校

の
卒
業
生
で
す
。

　あ
の
伝
統
と
誇
り
の
あ
る
読
売
巨
人

軍
に
今
年
電
撃
移
籍
し
、こ
れ
ま
で
以

上
に
活
躍
し
て
い
る
姿
は
、こ
れ
ま
た

村
民
や
県
民
に
勇
気
と
希
望
を
与
え
て

く
れ
る
頼
も
し
い
存
在
で
、こ
れ
か
ら

の
活
躍
が
大
い
に
期
待
さ
れ
ま
す
。

　宣
誓
、我
々
北
中
城
村
議
会
議
員
一

同
は
、コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
に
則
り
、

村
民
皆
様
に
期
待
さ
れ
る
存
在
に
な

れ
る
よ
う
日
々
コ
ツ
コ
ツ
と
村
民
福

祉
向
上
の
た
め
、一
生
懸
命
に
議
員
活

動
す
る
こ
と
を
誓
い
ま
す
！

編集
後記期待される存在に

　北中城村に店を構えて５０年。「地域の方々
の支えで、ここまで営業してきた」と笑顔で
話す、比嘉理容館の店主の比嘉恵美子さん。
この道一筋で仕事を続けてきた比嘉さんは、
５５年前に理容師になり、最初は宜野湾市普
天間にある男爵という店で約５年ほど見習い
をしてから北中城村渡口で比嘉理容館を開
業し、約50年営業している。
　地域の方々が親子で来たり夫婦で来たり、
親元を離れ遠方に住んでいても今でも通う常連さんもいるという。
　比嘉理容館は半世紀もの長きに渡って北中城村の地で営業してきているが、看板もなく連絡先も
電話帳にない。そのことを聞くと「当初は店の入口ドアに理容館のシールを貼っていたが剥がれたの
で、あれから数十年は看板がない。入口にサインポールがあるからわかるはずよ。予約したい時はお
父さん（旦那さん）に連絡が来るから看板も連絡先がなくても困らないよ」と笑顔で話していた。
　また、健康で仕事が続けられる秘訣はと聞くと「比嘉さんの旦那さんである比嘉盛徳さんの友人
達や地域のゆんたく場所にもなっていて毎日楽しく出来ているから」と話していたのが印象的で
あった。

No.5
シリーズ

島んちゅ！
頑張る

議長の
部屋

葛巻町との絆  これからも
　本村の姉妹町村である岩手県葛巻町が昭和30年に3町村が合併
をして今年で70年を迎え、7月15日の70周年記念式典に参加をし

ました。「夢をつないで70年、新たなはじまり」をテーマに先人が築いてきた歴
史、文化、風土、自然を歴代の町長をはじめとする町民の皆さんがしっかりと受け
継ぎ守り育てて今日まで歩んできたことに心より敬意を表するものです。式典に
は岩手県知事をはじめ約350名の招待客で盛大な式典でありました。葛巻町は今
人口減少などの課題を抱えていますが、郷土を愛する葛巻町の皆さんの思いや来
訪者に親切丁寧な対応をする職員の姿勢は大いに見習うべきものがありました。
今後も葛巻町に繁栄と発展がもたらされることを祈念してご報告といたします。

議長 名幸利積議長 名幸利積

看板もない
電話帳にもない理容館

なこう としつむ
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